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(57)【要約】
　本開示の一態様では、方法、コンピュータ可読媒体、
および装置が提供される。本装置はアクセスポイントで
あり得る。アクセスポイントは、１つまたは複数の局に
、第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいてアッ
プリンクデータを送信するために１つまたは複数の局の
ためのリソース割振りと特定の時間とを示す第１のメッ
セージを送信する。アクセスポイントは、１つまたは複
数の局に、ダウンリンク送信において第２のメッセージ
を送信する。アクセスポイントは、リソース割振りによ
る第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいて、特
定の時間において１つまたは複数の局からアップリンク
データを受信する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセスポイントのワイヤレス通信の方法であって、
　１つまたは複数の局に、第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいてアップリンク
データを送信するために前記１つまたは複数の局のためのリソース割振りと特定の時間と
を示す第１のメッセージを送信することと、
　前記１つまたは複数の局に、前記ダウンリンク送信において前記第２のメッセージを送
信することと、
　前記リソース割振りに従う前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信に基づいて、
前記特定の時間において前記１つまたは複数の局から前記アップリンクデータを受信する
ことと、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記特定の時間が、前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信の後の時間期間を備
える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信の後の前記時間期間が、前記第２のメッ
セージの前記ダウンリンク送信の後のショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ）またはポ
イントフレーム間スペース（ＰＩＦＳ）の中にある、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２のメッセージは、前記第２のメッセージが前記アップリンクデータを送信する
ためのトリガであることを示す指示を含み、ここにおいて、前記指示が、前記第２のメッ
セージの物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダまたはメディアアクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダの中
に含まれる、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のメッセージの前記送信の後および前記第２のメッセージの前記送信より前に
、物理レイヤコンバージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）プロトコルデータユニット（ＰＰ
ＤＵ）を送信することをさらに備え、ここにおいて、前記ＰＰＤＵは、前記ＰＰＤＵが前
記アップリンクデータを送信するためのトリガであることを示す指示を含まない、請求項
４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１のメッセージが第１のトークンを含み、前記第２のメッセージが、前記第１の
トークンに一致する第２のトークンを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２のトークンが、前記第２のメッセージの物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダまたはメ
ディアアクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダの中に含まれる、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のトークンおよび前記第２のトークンが、前記第１のメッセージの前記送信の
後の所定の時間期間の後に満了する、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　局のワイヤレス通信の方法であって、
　アクセスポイントから、第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいてアップリンク
データを送信するためにリソース割振りと特定の時間とを示す第１のメッセージを受信す
ることと、
　前記アクセスポイントから、前記ダウンリンク送信において前記第２のメッセージを受
信することと、
　前記リソース割振りに従う前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信に基づいて、
前記特定の時間において前記アクセスポイントに前記アップリンクデータを送信すること
と、
　を備える、方法。
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【請求項１０】
　前記リソース割振りが、前記局を含む少なくとも２つの局のためのものであり、前記ア
ップリンクデータの前記送信が、前記少なくとも２つの局のうちの別の局のアップリンク
送信と同時である、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記特定の時間が、前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信の後の時間期間を備
える、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信の後の前記時間期間が、前記第２のメッ
セージの前記ダウンリンク送信の後のショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ）またはポ
イントフレーム間スペース（ＰＩＦＳ）の中にある、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２のメッセージ中で、前記第２のメッセージが前記アップリンクデータを送信す
るためのトリガであることを示す指示を検出することをさらに備え、ここにおいて、前記
アップリンクデータが前記指示の前記検出に応答して送信される、請求項１１に記載の方
法。
【請求項１４】
　前記第１のメッセージの前記受信の後および前記第２のメッセージの前記受信より前に
、物理レイヤコンバージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）プロトコルデータユニット（ＰＰ
ＤＵ）を受信することをさらに備え、ここにおいて、前記ＰＰＤＵは、前記ＰＰＤＵが前
記アップリンクデータを送信するためのトリガであることを示す指示を含まない、請求項
１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１のメッセージが第１のトークンを含むことを検出することと、
　前記第２のメッセージが第２のトークンを含むことを検出することと、
　前記第２のトークンが前記第１のトークンに一致すると決定すること、ここにおいて、
前記アップリンクデータの前記送信は、前記第２のトークンが前記第１のトークンに一致
するという前記決定に応答して実行される、と、
　をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第２のトークンが、前記第２のメッセージの物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダまたはメ
ディアアクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダの中に含まれる、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記第１のトークンおよび前記第２のトークンが、前記第１のメッセージの前記受信の
後の時間の所定の量の後に満了する、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置がアクセスポイントであり、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　１つまたは複数の局に、第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいてアップリン
クデータを送信するために前記１つまたは複数の局のためのリソース割振りと特定の時間
とを示す第１のメッセージを送信することと、
　　前記１つまたは複数の局に、前記ダウンリンク送信において前記第２のメッセージを
送信することと、
　　前記リソース割振りに従う前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信に基づいて
、前記特定の時間において前記１つまたは複数の局から前記アップリンクデータを受信す
ることと、
　を行うように構成された、装置。
【請求項１９】
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　前記特定の時間が、前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信の後の時間期間を備
える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信の後の前記時間期間が、前記第２のメッ
セージの前記ダウンリンク送信の後のショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ）またはポ
イントフレーム間スペース（ＰＩＦＳ）の中にある、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第２のメッセージは、前記第２のメッセージが前記アップリンクデータを送信する
ためのトリガであることを示す指示を含み、ここにおいて、前記指示が、前記第２のメッ
セージの物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダまたはメディアアクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダの中
に含まれる、請求項１８に記載の装置。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第１のメッセージの前記送信の後および前記
第２のメッセージの前記送信より前に、物理レイヤコンバージェンスプロトコル（ＰＬＣ
Ｐ）プロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）を送信するようにさらに構成され、ここにお
いて、前記ＰＰＤＵは、前記ＰＰＤＵが前記アップリンクデータを送信するためのトリガ
であることを示す指示を含まない、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記第１のメッセージが第１のトークンを含み、前記第２のメッセージが、前記第１の
トークンに一致する第２のトークンを含む、請求項１８に記載の装置。
【請求項２４】
　前記第２のトークンが、前記第２のメッセージの物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダまたはメ
ディアアクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダの中に含まれる、請求項２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記第１のトークンおよび前記第２のトークンが、前記第１のメッセージの前記送信の
後の所定の時間期間の後に満了する、請求項２３に記載の装置。
【請求項２６】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置が局であり、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと、
を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　アクセスポイントから、第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいてアップリン
クデータを送信するためにリソース割振りと特定の時間とを示す第１のメッセージを受信
することと、
　　前記アクセスポイントから、前記ダウンリンク送信において前記第２のメッセージを
受信することと、
　　前記リソース割振りに従う前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信に基づいて
、前記特定の時間において前記アクセスポイントに前記アップリンクデータを送信するこ
とと、
　を行うように構成された、装置。
【請求項２７】
　前記リソース割振りが、前記局を含む少なくとも２つの局のためのものであり、前記ア
ップリンクデータの前記送信が、前記少なくとも２つの局のうちの別の局のアップリンク
送信と同時である、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記特定の時間が、前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信の後の時間期間を備
える、請求項２６に記載の装置。
【請求項２９】
　前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信の後の前記時間期間が、前記第２のメッ
セージの前記ダウンリンク送信の後のショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ）またはポ
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イントフレーム間スペース（ＰＩＦＳ）の中にある、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記第２のメッセージ中で、前記第２のメッセー
ジが前記アップリンクデータを送信するためのトリガであることを示す指示を検出するよ
うにさらに構成され、ここにおいて、前記アップリンクデータが前記指示の前記検出に応
答して送信される、請求項２８に記載の装置。
【請求項３１】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記第１のメッセージの前記受信の後および前記
第２のメッセージの前記受信より前に、物理レイヤコンバージェンスプロトコル（ＰＬＣ
Ｐ）プロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）を受信するようにさらに構成され、ここにお
いて、前記ＰＰＤＵは、前記ＰＰＤＵが前記アップリンクデータを送信するためのトリガ
であることを示す指示を含まない、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記第１のメッセージが第１のトークンを含むことを検出することと、
　前記第２のメッセージが第２のトークンを含むことを検出することと、
　前記第２のトークンが前記第１のトークンに一致すると決定すること、ここにおいて、
前記アップリンクデータの前記送信は、前記第２のトークンが前記第１のトークンに一致
するという前記決定に応答して実行される、と、
　を行うようにさらに構成された、請求項２６に記載の装置。
【請求項３３】
　前記第２のトークンが、前記第２のメッセージの物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダまたはメ
ディアアクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダの中に含まれる、請求項３２に記載の装置。
【請求項３４】
　前記第１のトークンおよび前記第２のトークンが、前記第１のメッセージの前記受信の
後の時間の所定の量の後に満了する、請求項３２に記載の装置。
【請求項３５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置がアクセスポイントであり、
　１つまたは複数の局に、第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいてアップリンク
データを送信するために前記１つまたは複数の局のためのリソース割振りと特定の時間と
を示す第１のメッセージを送信するための手段と、
　前記１つまたは複数の局に、前記ダウンリンク送信において前記第２のメッセージを送
信するための手段と、
　前記リソース割振りに従う前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信に基づいて、
前記特定の時間において前記１つまたは複数の局から前記アップリンクデータを受信する
ための手段と、
　を備える、装置。
【請求項３６】
　前記特定の時間が、前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信の後の時間期間を備
える、請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信の後の前記時間期間が、前記第２のメッ
セージの前記ダウンリンク送信の後のショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ）またはポ
イントフレーム間スペース（ＰＩＦＳ）の中にある、請求項３６に記載の装置。
【請求項３８】
　前記第２のメッセージは、前記第２のメッセージが前記アップリンクデータを送信する
ためのトリガであることを示す指示を含み、ここにおいて、前記指示が、前記第２のメッ
セージの物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダまたはメディアアクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダの中
に含まれる、請求項３５に記載の装置。
【請求項３９】
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　前記第１のメッセージの前記送信の後および前記第２のメッセージの前記送信より前に
、物理レイヤコンバージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）プロトコルデータユニット（ＰＰ
ＤＵ）を送信するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記ＰＰＤＵは、前記ＰＰＤ
Ｕが前記アップリンクデータを送信するためのトリガであることを示す指示を含まない、
請求項３８に記載の装置。
【請求項４０】
　前記第１のメッセージが第１のトークンを含み、前記第２のメッセージが、前記第１の
トークンに一致する第２のトークンを含む、請求項３５に記載の装置。
【請求項４１】
　前記第２のトークンが、前記第２のメッセージの物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダまたはメ
ディアアクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダの中に含まれる、請求項４０に記載の装置。
【請求項４２】
　前記第１のトークンおよび前記第２のトークンが、前記第１のメッセージの前記送信の
後の所定の時間期間の後に満了する、請求項４０に記載の装置。
【請求項４３】
　ワイヤレス通信のための装置であって、前記装置が局であり、
　アクセスポイントから、第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいてアップリンク
データを送信するためにリソース割振りと特定の時間とを示す第１のメッセージを受信す
るための手段と、
　前記アクセスポイントから、前記ダウンリンク送信において前記第２のメッセージを受
信するための手段と、
　前記リソース割振りに従う前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信に基づいて、
前記特定の時間において前記アクセスポイントに前記アップリンクデータを送信するため
の手段と、
　を備える、装置。
【請求項４４】
　前記リソース割振りが、前記局を含む少なくとも２つの局のためのものであり、前記ア
ップリンクデータの前記送信が、前記少なくとも２つの局のうちの別の局のアップリンク
送信と同時である、請求項４３に記載の装置。
【請求項４５】
　前記特定の時間が、前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信の後の時間期間を備
える、請求項４３に記載の装置。
【請求項４６】
　前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信の後の前記時間期間が、前記第２のメッ
セージの前記ダウンリンク送信の後のショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ）またはポ
イントフレーム間スペース（ＰＩＦＳ）の中にある、請求項４５に記載の装置。
【請求項４７】
　前記第２のメッセージ中で、前記第２のメッセージが前記アップリンクデータを送信す
るためのトリガであることを示す指示を検出するための手段をさらに備え、ここにおいて
、前記アップリンクデータが前記指示の前記検出に応答して送信される、請求項４５に記
載の装置。
【請求項４８】
　前記第１のメッセージの前記受信の後および前記第２のメッセージの前記受信より前に
、物理レイヤコンバージェンスプロトコル（ＰＬＣＰ）プロトコルデータユニット（ＰＰ
ＤＵ）を受信するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記ＰＰＤＵは、前記ＰＰＤ
Ｕが前記アップリンクデータを送信するためのトリガであることを示す指示を含まない、
請求項４７に記載の装置。
【請求項４９】
　前記第１のメッセージが第１のトークンを含むことを検出するための手段と、
　前記第２のメッセージが第２のトークンを含むことを検出するための手段と、
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　前記第２のトークンが前記第１のトークンに一致すると決定するための手段、ここにお
いて、前記アップリンクデータの前記送信は、前記第２のトークンが前記第１のトークン
に一致するという前記決定に応答して実行される、と、
　をさらに備える、請求項４３に記載の装置。
【請求項５０】
　前記第２のトークンが、前記第２のメッセージの物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダまたはメ
ディアアクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダの中に含まれる、請求項４９に記載の装置。
【請求項５１】
　前記第１のトークンおよび前記第２のトークンが、前記第１のメッセージの前記受信の
後の時間の所定の量の後に満了する、請求項４９に記載の装置。
【請求項５２】
　アクセスポイントにおいてワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶
するコンピュータ可読媒体であって、
　１つまたは複数の局に、第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいてアップリンク
データを送信するために前記１つまたは複数の局のためのリソース割振りと特定の時間と
を示す第１のメッセージを送信することと、
　前記１つまたは複数の局に、前記ダウンリンク送信において前記第２のメッセージを送
信することと、
　前記リソース割振りに従う前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信に基づいて、
前記特定の時間において前記１つまたは複数の局から前記アップリンクデータを受信する
ことと、
　を行うためのコードを備える、コンピュータ可読媒体。
【請求項５３】
　局においてワイヤレス通信のためのコンピュータ実行可能コードを記憶するコンピュー
タ可読媒体であって、
　アクセスポイントから、第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいてアップリンク
データを送信するためにリソース割振りと特定の時間とを示す第１のメッセージを受信す
ることと、
　前記アクセスポイントから、前記ダウンリンク送信において前記第２のメッセージを受
信することと、
　前記リソース割振りに従う前記第２のメッセージの前記ダウンリンク送信に基づいて、
前記特定の時間において前記アクセスポイントに前記アップリンクデータを送信すること
と、
　を行うためのコードを備える、コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、２０１４年７月１５日に出願された「SEPARATING SCHEDULE AND TRIG
GER FUNCTIONS FOR UL MU MIMO AND UL OFDMA」と題する米国仮出願第６２／０２４，９
８９号の利益を主張する。本出願はまた、その全体が参照により本明細書に明確に組み込
まれる、２０１４年７月２３日に出願された「SEPARATING SCHEDULE AND TRIGGER FUNCTI
ONS FOR UL MU MIMO AND UL OFDMA」と題する米国仮出願第６２／０２８，２５０号、お
よび２０１５年７月１４日に出願された「SIGNALING TECHNIQUES FOR UL MU MIMO/OFDMA 
TRANSMISSION」と題する米国特許出願第１４／７９９，５２７号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示のいくつかの態様は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、ワイ
ヤレスネットワークにおいてアップリンク（ＵＬ）マルチユーザ（ＭＵ）多入力多出力（
ＭＩＭＯ）送信および／またはアップリンク直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）送信
をスケジュールし、トリガするための技法に関する。
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【背景技術】
【０００３】
　[0003]多くの電気通信システムでは、通信ネットワークは、いくつかの対話している空
間的に分離されたデバイスの間でメッセージを交換するために使用される。ネットワーク
は、たとえば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアであり
得る、地理的範囲に従って分類され得る。そのようなネットワークはそれぞれ、ワイドエ
リアネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ローカル
エリアネットワーク（ＬＡＮ）、またはパーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）に指定
され得る。ネットワークはまた、様々なネットワークノードとデバイスとを相互接続する
ために使用されるスイッチング／ルーティング技法（たとえば、回線交換対パケット交換
）、送信のために採用される物理媒体のタイプ（たとえば、ワイヤード対ワイヤレス）、
および使用される通信プロトコルのセット（たとえば、インターネットプロトコルスイー
ト、ＳＯＮＥＴ（同期光ネットワーキング：Synchronous Optical Networking）、イーサ
ネット（登録商標）など）によって異なる。
【０００４】
　[0004]ワイヤレスネットワークは、しばしば、ネットワーク要素がモバイルであり、し
たがって動的接続性の必要を有するときに、またはネットワークアーキテクチャが、固定
ではなくアドホックなトポロジーで形成される場合に好適である。ワイヤレスネットワー
クは、無線、マイクロ波、赤外線、光などの周波数帯域中の電磁波を使用して、非誘導の
伝搬モードにおいて無形の物理媒体を採用する。ワイヤレスネットワークは、有利には、
固定ワイヤードネットワークと比較して、ユーザモビリティと迅速なフィールド展開とを
可能にする。
【０００５】
　[0005]ワイヤレス通信システムのために要求される増加する帯域幅要件という問題に対
処するために、複数のユーザ端末が、高いデータスループットを達成しながら、チャネル
リソースを共有することによって単一のアクセスポイントと通信することを可能にするよ
うに、異なる方式が開発されている。限られた通信リソースの場合、アクセスポイントと
複数の端末との間を通るトラフィックの量を低減することが望ましい。たとえば、複数の
端末がアクセスポイントにアップリンク通信を送るとき、すべての送信のアップリンクを
完了するためにトラフィックの量を最小限に抑えることが望ましい。したがって、複数の
端末からのアップリンク送信のための改善されたプロトコルが必要である。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]添付の特許請求の範囲内のシステム、方法およびデバイスの様々な実装形態は、
それぞれいくつかの態様を有し、それらのうちの単一の態様が、単独で、本明細書で説明
する望ましい属性を担当するとは限らない。添付の特許請求の範囲を限定することなしに
、いくつかの顕著な特徴について本明細書で説明する。
【０００７】
　[0007]本明細書で説明する主題の１つまたは複数の実装形態の詳細は、添付の図面およ
び以下の説明に示されている。他の特徴、態様、および利点は、説明、図面、および特許
請求の範囲から明らかになるであろう。以下の図の相対寸法は一定の縮尺で描かれていな
いことがあることに留意されたい。
【０００８】
　[0008]本開示の一態様では、方法、コンピュータ可読媒体、および装置が提供される。
本装置はアクセスポイントであり得る。アクセスポイントは、１つまたは複数の局に、第
２のメッセージのダウンリンク送信に基づいてアップリンクデータを送信するために１つ
または複数の局のためのリソース割振りと特定の時間とを示す第１のメッセージを送信す
る。アクセスポイントは、１つまたは複数の局に、ダウンリンク送信において第２のメッ
セージを送信する。アクセスポイントは、リソース割振りによる第２のメッセージのダウ
ンリンク送信に基づいて、特定の時間において１つまたは複数の局からアップリンクデー
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タを受信する。
【０００９】
　[0009]本開示の別の態様では、方法、コンピュータ可読媒体、および装置が提供される
。本装置は局であり得る。局は、アクセスポイントから、第２のメッセージのダウンリン
ク送信に基づいてアップリンクデータを送信するためにリソース割振りと特定の時間とを
示す第１のメッセージを受信する。局は、アクセスポイントから、ダウンリンク送信にお
いて第２のメッセージを受信する。局は、リソース割振りによる第２のメッセージのダウ
ンリンク送信に基づいて、特定の時間においてアクセスポイントにアップリンクデータを
送信する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】[0010]アクセスポイントとユーザ端末とをもつ多元接続多入力多出力（ＭＩＭＯ
）システムを示す図。
【図２】[0011]ＭＩＭＯシステムにおけるアクセスポイント１１０と２つのユーザ端末１
２０ｍおよび１２０ｘとのブロック図。
【図３】[0012]ワイヤレス通信システム内で採用され得るワイヤレスデバイスにおいて利
用され得る様々な構成要素を示す図。
【図４】[0013]アップリンク（ＵＬ）ＭＵ－ＭＩＭＯ通信の例示的なフレーム交換の時間
図。
【図５】[0014]ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ通信の別の例示的なフレーム交換の時間図。
【図６】[0015]ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ通信の別の例示的なフレーム交換の時間図。
【図７】[0016]ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ通信の別の例示的なフレーム交換の時間図。
【図８】[0017]クリアツートランスミット（ＣＴＸ：clear to transmit）フレームの一
実施形態の図。
【図９】[0018]ＣＴＸフレームの別の実施形態の図。
【図１０】[0019]ＣＴＸフレームの別の実施形態の図。
【図１１】[0020]ＣＴＸフレームの別の実施形態の図。
【図１２】[0021]ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ通信の別の例示的なフレーム交換の時間図。
【図１３】[0022]ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ通信の別の例示的なフレーム交換を示す図。
【図１４】[0023]トリガフレームを含む例示的なフレーム交換を示す図。
【図１５】[0024]トリガフレームを含む別の例示的なフレーム交換を示す図。
【図１６】[0025]トリガフレームを含む別の例示的なフレーム交換を示す図。
【図１７】[0026]クリアツートランスミット（ＣＴＸ）物理レイヤコンバージェンスプロ
トコル（ＰＬＣＰ：physical layer convergence protocol）プロトコルデータユニット
（ＰＰＤＵ：PLCP protocol data unit）を示す図。
【図１８】[0027]トリガＰＰＤＵを示す図。
【図１９】[0028]トリガフレームと介在するＰＰＤＵとを含む例示的なフレーム交換を示
す図。
【図２０】[0029]複数のトリガフレームと介在するＰＰＤＵとを含む例示的なフレーム交
換を示す図。
【図２１】[0030]トリガリングメッセージを送信するための方法（プロセス）のフローチ
ャート。
【図２２】[0031]トリガリングメッセージに応答するための方法（プロセス）のフローチ
ャート。
【図２３】[0032]例示的なワイヤレスデバイスの機能ブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　[0033]添付の図面を参照しながら新規のシステム、装置、および方法の様々な態様につ
いて以下でより十分に説明する。ただし、本開示教示は、多くの異なる形態で実施され得
るものであり、本開示全体にわたって提示する任意の特定の構造または機能に限定される
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ものと解釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が周到で完全になり、
本開示の範囲を当業者に十分に伝えるために与えるものである。本明細書の教示に基づい
て、本開示の範囲は、本発明の他の態様とは無関係に実装されるにせよ本発明の他の態様
と組み合わせられるにせよ、本明細書で開示する新規のシステム、装置、および方法のい
かなる態様をもカバーするものであることを、当業者は諒解されたい。たとえば、本明細
書に記載される態様をいくつ使用しても、装置は実装され得、または方法は実施され得る
。さらに、本発明の範囲は、本明細書に記載される本発明の様々な態様に加えてまたはそ
れらの態様以外に、他の構造、機能、または構造および機能を使用して実施されるそのよ
うな装置または方法をカバーするものとする。本明細書で開示するどの態様も請求項の１
つまたは複数の要素によって実施され得ることを理解されたい。
【００１２】
　[0034]本明細書では特定の態様について説明するが、これらの態様の多くの変形および
置換は本開示の範囲内に入る。好適な態様のいくつかの利益および利点について説明する
が、本開示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、
本開示の態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および送信プロ
トコルに広く適用可能であるものとし、それらのうちのいくつかを例として、図および好
適な態様についての以下の説明において示す。発明を実施するための形態および図面は、
本開示を限定するものではなく説明するものにすぎず、本開示の範囲は添付の特許請求の
範囲およびそれの均等物によって定義される。
【００１３】
　[0035]ワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）を含み得る。ＷＬＡＮは、広く使用されるネットワーキングプロト
コルを採用して、近接デバイスを互いに相互接続するために使用され得る。本明細書で説
明する様々な態様は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）、またはより一般的には、ワイヤレスプロ
トコルのＩＥＥＥ８０２．１１ファミリーの任意のメンバーなど、任意の通信規格に適用
され得る。
【００１４】
　[0036]いくつかの態様では、ワイヤレス信号は、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）、直
接シーケンススペクトラム拡散（ＤＳＳＳ）通信、ＯＦＤＭとＤＳＳＳ通信との組合せ、
または他の方式を使用して、高効率８０２．１１プロトコルに従って送信され得る。高効
率８０２．１１プロトコルの実装形態は、インターネットアクセス、センサー、計測、ス
マートグリッドネットワーク、または他のワイヤレス適用例のために使用され得る。有利
には、この特定のワイヤレスプロトコルを実装するいくつかのデバイスの態様は、他のワ
イヤレスプロトコルを実装するデバイスよりも少ない電力を消費し得、短い距離にわたっ
てワイヤレス信号を送信するために使用され得、および／または人間などの物体によって
阻止される可能性が低い信号を送信することが可能であり得る。
【００１５】
　[0037]いくつかの実装形態では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスする
構成要素である様々なデバイスを含む。たとえば、２つのタイプのデバイス、すなわちア
クセスポイント（「ＡＰ」）および（局または「ＳＴＡ」とも呼ばれる）クライアントが
あり得る。概して、ＡＰはＷＬＡＮのためのハブまたは基地局として働き、ＳＴＡはＷＬ
ＡＮのユーザとして働く。たとえば、ＳＴＡはラップトップコンピュータ、携帯情報端末
（ＰＤＡ）、モバイルフォンなどであり得る。一例では、ＳＴＡは、インターネットまた
は他のワイドエリアネットワークへの一般的接続性を取得するためにＷｉ－Ｆｉ（たとえ
ば、８０２．１１ａｈなど、米国電気電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１プロトコ
ル）準拠ワイヤレスリンクを介してＡＰに接続する。いくつかの実装形態では、ＳＴＡは
ＡＰとして使用されることもある。
【００１６】
　[0038]本明細書で説明する技法は、直交多重化方式に基づく通信システムを含む、様々
なブロードバンドワイヤレス通信システムのために使用され得る。そのような通信システ
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ムの例としては、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、直交周
波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ
－ＦＤＭＡ）システムなどがある。ＳＤＭＡシステムは、複数のユーザ端末に属するデー
タを同時に送信するために十分に異なる方向を利用し得る。ＴＤＭＡシステムは、送信信
号を異なるタイムスロットに分割することによって、複数のユーザ端末が同じ周波数チャ
ネルを共有することを可能にし得、各タイムスロットは異なるユーザ端末に割り当てられ
る。ＴＤＭＡシステムは、ＧＳＭ（登録商標）または当技術分野で知られている何らかの
他の規格を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、全システム帯域幅を複数の直交サブキャ
リアに区分する変調技法である、直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）を利用する。これらの
サブキャリアは、トーン、ビンなどと呼ばれることもある。ＯＦＤＭでは、各サブキャリ
アは独立してデータで変調され得る。ＯＦＤＭシステムは、ＩＥＥＥ８０２．１１または
当技術分野で知られている何らかの他の規格を実装し得る。ＳＣ－ＦＤＭＡシステムは、
システム帯域幅にわたって分散されたサブキャリア上で送信するためのインターリーブＦ
ＤＭＡ（ＩＦＤＭＡ）、隣接するサブキャリアのブロック上で送信するための局所ＦＤＭ
Ａ（ＬＦＤＭＡ）、または隣接するサブキャリアの複数のブロック上で送信するための拡
張ＦＤＭＡ（ＥＦＤＭＡ）を利用し得る。概して、変調シンボルは、ＯＦＤＭでは周波数
領域で、ＳＣ－ＦＤＭＡでは時間領域で送られる。ＳＣ－ＦＤＭＡシステムは、３ＧＰＰ
－ＬＴＥ（登録商標）（第３世代パートナーシッププロジェクトロングタームエボリュー
ション）または他の規格を実装し得る。
【００１７】
　[0039]本明細書の教示は、様々なワイヤードまたはワイヤレス装置（たとえば、ノード
）に組み込まれ得る（たとえば、その装置内に実装されるか、またはその装置によって実
行され得る）。いくつかの態様では、本明細書の教示に従って実装されるワイヤレスノー
ドはアクセスポイントまたはアクセス端末を備え得る。
【００１８】
　[0040]アクセスポイント（「ＡＰ」）は、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ（
「ＲＮＣ」）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、基地トランシーバ局（
「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無線ルータ、無線
トランシーバ、基本サービスセット（「ＢＳＳ」）、拡張サービスセット（「ＥＳＳ」）
、無線基地局（「ＲＢＳ」）、または何らかの他の端末を備えるか、それらのいずれかと
して実装されるか、あるいはそれらのいずれかとして知られていることがある。
【００１９】
　[0041]また、局「ＳＴＡ」は、ユーザ端末、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加
入者ユニット、移動局、リモート局、リモート端末、ユーザエージェント、ユーザデバイ
ス、ユーザ機器、または何らかの他の端末を備えるか、それらのいずれかとして実装され
るか、あるいはそれらのいずれかとして知られ得る。いくつかの実装形態では、アクセス
端末は、セルラー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電話
、ワイヤレスローカルループ（「ＷＬＬ」）局、携帯情報端末（「ＰＤＡ」）、ワイヤレ
ス接続機能を有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された何らか
の他の好適な処理デバイスを備え得る。したがって、本明細書で教示する１つまたは複数
の態様は、電話（たとえば、セルラーフォンまたはスマートフォン）、コンピュータ（た
とえば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ヘッドセット、ポータブルコンピュ
ーティングデバイス（たとえば、個人情報端末）、エンターテインメントデバイス（たと
えば、音楽またはビデオデバイス、あるいは衛星ラジオ）、ゲームデバイスまたはシステ
ム、全地球測位システムデバイス、あるいはワイヤレス媒体を介して通信するように構成
された他の好適なデバイスに組み込まれ得る。
【００２０】
　[0042]図１は、アクセスポイントとユーザ端末とをもつ多元接続多入力多出力（ＭＩＭ
Ｏ）システム１００を示す図である。簡単のために、ただ１つのアクセスポイント１１０
が図１に示されている。アクセスポイントは、概して、ユーザ端末と通信する固定局であ
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り、基地局と呼ばれるか、または何らかの他の端末を使用して呼ばれることもある。ユー
ザ端末またはＳＴＡは、固定または移動であり得、移動局またはワイヤレスデバイスと呼
ばれるか、あるいは何らかの他の端末を使用して呼ばれることもある。アクセスポイント
１１０は、ダウンリンクおよびアップリンク上で所与の瞬間において１つまたは複数のユ
ーザ端末１２０と通信し得る。ダウンリンク（すなわち、順方向リンク）はアクセスポイ
ントからユーザ端末への通信リンクであり、アップリンク（すなわち、逆方向リンク）は
ユーザ端末からアクセスポイントへの通信リンクである。ユーザ端末はまた、別のユーザ
端末とピアツーピアで通信し得る。システムコントローラ１３０が、アクセスポイントに
結合し、アクセスポイントのための調整および制御を行う。
【００２１】
　[0043]以下の開示の部分では、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）によって通信することが
可能なユーザ端末１２０について説明するが、いくつかの態様では、ユーザ端末１２０は
、ＳＤＭＡをサポートしないいくつかのユーザ端末をも含み得る。したがって、そのよう
な態様では、ＡＰ１１０は、ＳＤＭＡユーザ端末と非ＳＤＭＡユーザ端末の両方と通信す
るように構成され得る。この手法は、好都合なことに、より新しいＳＤＭＡユーザ端末が
適切と見なされるときに導入されることを可能にしながら、ＳＤＭＡをサポートしないよ
り古いバージョンのユーザ端末（「レガシー」局）が企業において展開されたままである
ことを可能にし、それらの有効寿命を延長し得る。
【００２２】
　[0044]システム１００は、ダウンリンクおよびアップリンク上でのデータ送信のために
複数の送信アンテナと複数の受信アンテナとを採用する。アクセスポイント１１０は、Ｎ

ap個のアンテナを装備し、ダウンリンク送信では多入力（ＭＩ）を表し、アップリンク送
信では多出力（ＭＯ）を表す。Ｋ個の選択されたユーザ端末１２０のセットは、ダウンリ
ンク送信では多出力をまとめて表し、アップリンク送信では多入力をまとめて表す。純粋
なＳＤＭＡの場合、Ｋ個のユーザ端末のためのデータシンボルストリームが、何らかの手
段によって、コード、周波数または時間において多重化されない場合、Ｎap≦Ｋ≦１が成
り立つことが望まれる。ＴＤＭＡ技法、ＣＤＭＡを用いた異なるコードチャネル、ＯＦＤ
Ｍを用いたサブバンドの独立セットなどを使用してデータシンボルストリームが多重化さ
れ得る場合、ＫはＮapよりも大きくなり得る。各選択されたユーザ端末は、アクセスポイ
ントにユーザ固有データを送信し、および／またはアクセスポイントからユーザ固有デー
タを受信し得る。概して、各選択されたユーザ端末は、１つまたは複数のアンテナを装備
し得る（すなわち、Ｎut≧１）。Ｋ個の選択されたユーザ端末は同じ数のアンテナを有す
ることができるか、または、１つまたは複数のユーザ端末は異なる数のアンテナを有し得
る。
【００２３】
　[0045]ＳＤＭＡシステム１００は、時分割複信（ＴＤＤ）システムまたは周波数分割複
信（ＦＤＤ）システムであり得る。ＴＤＤシステムの場合、ダウンリンクとアップリンク
は同じ周波数帯域を共有する。ＦＤＤシステムの場合、ダウンリンクとアップリンクは異
なる周波数帯域を使用する。ＭＩＭＯシステム１００はまた、送信のために単一のキャリ
アまたは複数のキャリアを利用し得る。各ユーザ端末は、（たとえば、コストを抑えるた
めに）単一のアンテナを装備するか、または（たとえば、追加コストがサポートされ得る
場合）複数のアンテナを装備し得る。システム１００は、送信／受信を異なるタイムスロ
ットに分割することによってユーザ端末１２０が同じ周波数チャネルを共有する場合、Ｔ
ＤＭＡシステムでもあり得、ここで、各タイムスロットは異なるユーザ端末１２０に割り
当てられ得る。
【００２４】
　[0046]一態様では、アクセスポイント（たとえば、アクセスポイント１１０）が、様々
な機能を実行するための１つまたは複数のモジュールを含み得る。たとえば、アクセスポ
イント１１０は、スケジューラ／トリガリングモジュール１１２を含み得る。スケジュー
ラ／トリガリングモジュール１１２は、スケジューラ１３２と、ＣＴＸメッセージモジュ
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ール１３４と、トリガメッセージモジュール１３６とを含み得る。スケジューラ１３２お
よびＣＴＸメッセージモジュール１３４は、１つまたは複数の局に、第２のメッセージの
ダウンリンク送信に基づいてアップリンクデータを送信するために１つまたは複数の局の
ためのリソース割振りと特定の時間とを示す第１のメッセージを送信するプロセスを制御
し得る。スケジューラ１３２およびトリガメッセージモジュール１３６は、１つまたは複
数の局に、ダウンリンク送信において第２のメッセージを送信するプロセスを制御し得る
。スケジューラ１３２は、リソース割振りによる第２のメッセージのダウンリンク送信に
基づいて、特定の時間において１つまたは複数の局からアップリンクデータを受信するプ
ロセスを制御し得る。いくつかの構成では、特定の時間は、第２のメッセージのダウンリ
ンク送信の後の時間期間を備える。いくつかの構成では、第２のメッセージのダウンリン
ク送信の後の時間期間は、第２のメッセージのダウンリンク送信の後のＳＩＦＳまたはＰ
ＩＦＳの中にある。いくつかの構成では、第２のメッセージは、第２のメッセージがアッ
プリンクデータを送信するためのトリガであることを示す指示を含む。指示は、第２のメ
ッセージのＰＨＹヘッダまたはＭＡＣヘッダ中に含まれる。いくつかの構成では、スケジ
ューラ１３２は、第１のメッセージの送信の後および第２のメッセージの送信より前にＰ
ＰＤＵを送信するプロセスを制御し得る。ＰＰＤＵは、ＰＰＤＵがアップリンクデータを
送信するためのトリガであることを示す指示を含まない。いくつかの構成では、第１のメ
ッセージは第１のトークンを含む。第２のメッセージは、第１のトークンに一致する第２
のトークンを含む。いくつかの構成では、第２のトークンは、第２のメッセージのＰＨＹ
ヘッダまたはＭＡＣヘッダ中に含まれる。いくつかの構成では、第１のトークンおよび第
２のトークンは、第１のメッセージの送信の後の所定の時間期間の後に満了する。スケジ
ューラ／トリガリングモジュール１１２について、図１４～図２３を参照して以下でより
詳細に説明する。
【００２５】
　[0047]別の態様では、局（たとえば、ユーザ端末１２０ｇ）が、様々な機能を実行する
ための１つまたは複数のモジュールを含み得る。たとえば、ユーザ端末１２０ｇは、スケ
ジューラ／トリガリングモジュール１２２を含み得る。スケジューラ／トリガリングモジ
ュール１２２は、スケジューラ１４２と、ＣＴＸメッセージモジュール１４４と、トリガ
メッセージモジュール１４６とを含み得る。ＣＴＸメッセージモジュール１４４は、アク
セスポイントから、第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいてアップリンクデータ
を送信するためにリソース割振りと特定の時間とを示す第１のメッセージを受信するプロ
セスを制御し得る。トリガメッセージモジュール１４６は、アクセスポイントから、ダウ
ンリンク送信において第２のメッセージを受信するプロセスを制御し得る。スケジューラ
１４２は、リソース割振りによる第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいて、特定
の時間においてアクセスポイントにアップリンクデータを送信するプロセスを制御し得る
。いくつかの構成では、リソース割振りは、上記局を含む少なくとも２つの局のためのも
のである。アップリンクデータの送信は、少なくとも２つの局のうちの別の局のアップリ
ンク送信と同時である。いくつかの構成では、特定の時間は、第２のメッセージのダウン
リンク送信の後の時間期間を備える。いくつかの構成では、第２のメッセージのダウンリ
ンク送信の後の時間期間は、第２のメッセージのダウンリンク送信の後のＳＩＦＳまたは
ＰＩＦＳの中にある。
【００２６】
　[0048]いくつかの構成では、トリガメッセージモジュール１４６は、第２のメッセージ
中で、第２のメッセージがアップリンクデータを送信するためのトリガであることを示す
指示を検出するプロセスを制御し得る。アップリンクデータは、指示の検出に応答して送
信される。いくつかの構成では、ＣＴＸメッセージモジュール１４４は、第１のメッセー
ジが第１のトークンを含むことを検出するプロセスを制御し得る。トリガメッセージモジ
ュール１４６は、第２のメッセージが第２のトークンを含むことを検出するプロセスを制
御し得る。ＣＴＸメッセージモジュール１４４およびトリガメッセージモジュール１４６
は、第２のトークンが第１のトークンに一致すると決定するプロセスを制御し得る。アッ
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プリンクデータの送信は、第２のトークンが第１のトークンに一致するという決定に応答
して実行される。いくつかの構成では、第２のトークンは、第２のメッセージのＰＨＹヘ
ッダまたはＭＡＣヘッダ中に含まれる。いくつかの構成では、第１のトークンおよび第２
のトークンは、第１のメッセージの受信の後の時間の所定の量の後に満了する。スケジュ
ーラ／トリガリングモジュール１２２について、図１４～図２３を参照して以下でより詳
細に説明する。
【００２７】
　[0049]図２に、ＭＩＭＯシステム１００におけるアクセスポイント１１０と２つのユー
ザ端末１２０ｍおよび１２０ｘとのブロック図を示す。アクセスポイント１１０はＮt個
のアンテナ２２４ａ～２２４ａｐを装備する。ユーザ端末１２０ｍはＮut,m個のアンテナ
２５２ma～２５２muを装備し、ユーザ端末１２０ｘはＮut,x個のアンテナ２５２xa～２５
２xuを装備する。アクセスポイント１１０は、ダウンリンクでは送信エンティティであり
、アップリンクでは受信エンティティである。ユーザ端末１２０は、アップリンクでは送
信エンティティであり、ダウンリンクでは受信エンティティである。本明細書で使用する
「送信エンティティ」は、ワイヤレスチャネルを介してデータを送信することが可能な独
立動作型の装置またはデバイスであり、「受信エンティティ」は、ワイヤレスチャネルを
介してデータを受信することが可能な独立動作型の装置またはデバイスである。以下の説
明では、下付き文字「ｄｎ」はダウンリンクを示し、下付き文字「ｕｐ」はアップリンク
を示し、Ｎup個のユーザ端末がアップリンク上での同時送信のために選択され、Ｎdn個の
ユーザ端末がダウンリンク上での同時送信のために選択される。ＮupはＮdnに等しいこと
も等しくないこともあり、ＮupおよびＮdnは静的な値であり得るか、または各スケジュー
リング間隔について変化し得る。ビームステアリングまたは何らかの他の空間処理技法が
アクセスポイント１１０および／またはユーザ端末１２０において使用され得る。
【００２８】
　[0050]アップリンク上で、アップリンク送信のために選択された各ユーザ端末１２０に
おいて、ＴＸデータプロセッサ２８８が、データソース２８６からトラフィックデータを
受信し、コントローラ２８０から制御データを受信する。ＴＸデータプロセッサ２８８は
、ユーザ端末のために選択されたレートに関連するコーディングおよび変調方式に基づい
てユーザ端末のためにトラフィックデータを処理（たとえば、符号化、インターリーブ、
および変調）し、データシンボルストリームを与える。ＴＸ空間プロセッサ２９０は、デ
ータシンボルストリームに対して空間処理を実行し、Ｎut,m個の送信シンボルストリーム
をＮut,m個のアンテナに与える。各送信機ユニット（ＴＭＴＲ）２５４は、アップリンク
信号を生成するために、それぞれの送信シンボルストリームを受信し、処理（たとえば、
アナログ変換、増幅、フィルタ処理、および周波数アップコンバート）する。Ｎut,m個の
送信機ユニット２５４は、Ｎut,m個のアンテナ２５２からの送信のために、たとえばアク
セスポイント１１０に送信するために、Ｎut,m個のアップリンク信号を与える。
【００２９】
　[0051]Ｎup個のユーザ端末が、アップリンク上での同時送信のためにスケジュールされ
得る。これらのユーザ端末の各々は、それのそれぞれのデータシンボルストリームに対し
て空間処理を実行し、アップリンク上で送信シンボルストリームのそれのそれぞれのセッ
トをアクセスポイント１１０に送信し得る。
【００３０】
　[0052]アクセスポイント１１０において、Ｎup個のアンテナ２２４ａ～２２４apは、ア
ップリンク上で送信するすべてのＮup個のユーザ端末からアップリンク信号を受信する。
各アンテナ２２４は、受信信号をそれぞれの受信機ユニット（ＲＣＶＲ）２２２に与える
。各受信機ユニット２２２は、送信機ユニット２５４によって実行された処理を補足する
処理を実行し、受信シンボルストリームを与える。ＲＸ空間プロセッサ２４０は、Ｎup個
の受信機ユニット２２２からのＮup個の受信シンボルストリームに対して受信機空間処理
を実行し、Ｎup個の復元アップリンクデータシンボルストリームを与える。受信機空間処
理は、チャネル相関行列反転（ＣＣＭＩ：channel correlation matrix inversion）、最
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小平均２乗誤差（ＭＭＳＥ：minimum mean square error）、ソフト干渉消去（ＳＩＣ：s
oft interference cancellation）、または何らかの他の技法に従って実行され得る。各
復元アップリンクデータシンボルストリームは、それぞれのユーザ端末によって送信され
たデータシンボルストリームの推定値である。ＲＸデータプロセッサ２４２は、復号デー
タを得るために、そのストリームのために使用されたレートに応じて各復元アップリンク
データシンボルストリームを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）す
る。各ユーザ端末のための復号データは、記憶のためにデータシンク２４４に与えられ、
および／またはさらなる処理のためにコントローラ２３０に与えられ得る。
【００３１】
　[0053]ダウンリンク上で、アクセスポイント１１０において、ＴＸデータプロセッサ２
１０が、ダウンリンク送信のためにスケジュールされたＮdn個のユーザ端末のためのトラ
フィックデータをデータソース２０８から受信し、コントローラ２３０から制御データを
受信し、場合によってはスケジューラ／トリガリングモジュール２３４から他のデータを
受信する。スケジューラ／トリガリングモジュール２３４は、ユーザ端末１２０のうちの
１つまたは複数に、第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいてアップリンクデータ
を送信するために１つまたは複数のユーザ端末１２０のためのリソース割振りと特定の時
間とを示す第１のメッセージを送信するプロセスを制御し得る。スケジューラ／トリガリ
ングモジュール２３４は、１つまたは複数のユーザ端末１２０に、ダウンリンク送信にお
いて第２のメッセージを送信するプロセスを制御し得る。スケジューラ／トリガリングモ
ジュール２３４は、図１４～図２３を参照して以下で説明するように、リソース割振りに
よる第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいて、特定の時間において１つまたは複
数のユーザ端末１２０からアップリンクデータを受信するプロセスを制御し得る。様々な
タイプのデータが異なるトランスポートチャネル上で送信され得る。ＴＸデータプロセッ
サ２１０は、各ユーザ端末のために選択されたレートに基づいてそのユーザ端末のための
トラフィックデータを処理（たとえば、符号化、インターリーブ、および変調）する。Ｔ
Ｘデータプロセッサ２１０はＮdn個のダウンリンクデータシンボルストリームをＮdn個の
ユーザ端末に与える。ＴＸ空間プロセッサ２２０は、Ｎdn個のダウンリンクデータシンボ
ルストリームに対して（プリコーディングまたはビームフォーミングなどの）空間処理を
実行し、Ｎup個の送信シンボルストリームをＮup個のアンテナに与える。各送信機ユニッ
ト２２２は、ダウンリンク信号を生成するために、それぞれの送信シンボルストリームを
受信し、処理する。Ｎup個の送信機ユニット２２２は、Ｎup個のアンテナ２２４からの送
信のために、たとえばユーザ端末１２０に送信するために、Ｎup個のダウンリンク信号を
与え得る。
【００３２】
　[0054]各ユーザ端末１２０において、Ｎut,m個のアンテナ２５２はアクセスポイント１
１０からＮup個のダウンリンク信号を受信する。各受信機ユニット２５４は、関連するア
ンテナ２５２からの受信信号を処理し、受信シンボルストリームを与える。ＲＸ空間プロ
セッサ２６０は、Ｎut,m個の受信機ユニット２５４からのＮut,m個の受信シンボルストリ
ームに対して受信機空間処理を実行し、復元ダウンリンクデータシンボルストリームをユ
ーザ端末１２０に与える。受信機空間処理は、ＣＣＭＩ、ＭＭＳＥ、または何らかの他の
技法に従って実行され得る。ＲＸデータプロセッサ２７０は、ユーザ端末のための復号デ
ータを取得するために、復元ダウンリンクデータシンボルストリームを処理（たとえば、
復調、デインターリーブおよび復号）する。
【００３３】
　[0055]各ユーザ端末１２０において、チャネル推定器２７８は、ダウンリンクチャネル
応答を推定し、チャネル利得推定値、ＳＮＲ推定値、雑音分散などを含み得る、ダウンリ
ンクチャネル推定値を与える。同様に、チャネル推定器２２８は、アップリンクチャネル
応答を推定し、アップリンクチャネル推定値を与える。各ユーザ端末のためのコントロー
ラ２８０は、一般に、そのユーザ端末のためのダウンリンクチャネル応答行列Ｈdn,mに基
づいてユーザ端末のための空間フィルタ行列を導出する。各ユーザ端末のためのコントロ
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ーラ２８０は、情報をスケジュールおよび／またはトリガする処理を制御し得る。たとえ
ば、コントローラ２８０は、アクセスポイント１１０から、第２のメッセージのダウンリ
ンク送信に基づいてアップリンクデータを送信するためにリソース割振りと特定の時間と
を示す第１のメッセージを受信するプロセスを制御し得る。コントローラ２８０は、アク
セスポイント１１０から、ダウンリンク送信において第２のメッセージを受信するプロセ
スを制御し得る。コントローラ２８０は、図１４～図２３を参照して以下で説明するよう
に、リソース割振りによる第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいて、特定の時間
においてアクセスポイント１１０にアップリンクデータを送信するプロセスを制御し得る
。コントローラ２３０は、有効アップリンクチャネル応答行列Ｈup,effに基づいてアクセ
スポイントのための空間フィルタ行列を導出する。各ユーザ端末のためのコントローラ２
８０は、フィードバック情報（たとえば、ダウンリンクおよび／またはアップリンク固有
ベクトル、固有値、ＳＮＲ推定値など）をアクセスポイント１１０に送り得る。コントロ
ーラ２３０およびコントローラ２８０はまた、それぞれ、アクセスポイント１１０および
ユーザ端末１２０における様々な処理ユニットの動作を制御し得る。
【００３４】
　[0056]図３に、ワイヤレス通信システム１００内で採用され得るワイヤレスデバイス３
０２において利用され得る様々な構成要素を示す。ワイヤレスデバイス３０２は、本明細
書で説明する様々な方法を実装するように構成され得るデバイスの一例である。ワイヤレ
スデバイス３０２はアクセスポイント１１０またはユーザ端末１２０を実装し得る。
【００３５】
　[0057]ワイヤレスデバイス３０２は、ワイヤレスデバイス３０２の動作を制御するプロ
セッサ３０４を含み得る。プロセッサ３０４は中央処理ユニット（ＣＰＵ）と呼ばれるこ
ともある。読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含
み得るメモリ３０６は、命令とデータとをプロセッサ３０４に与える。メモリ３０６の一
部分は不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）をも含み得る。プロセッサ３０４
は、メモリ３０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて論理演算と算術演算とを実行
し得る。メモリ３０６中の命令は、本明細書で説明する方法を実装するために実行可能で
あり得る。
【００３６】
　[0058]プロセッサ３０４は、１つまたは複数のプロセッサとともに実装された処理シス
テムを備えるか、またはそれの構成要素であり得る。１つまたは複数のプロセッサは、汎
用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フ
ィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬ
Ｄ）、コントローラ、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア構成要素、専用ハードウ
ェア有限状態機械、あるいは情報の計算または他の操作を実行することができる任意の他
の好適なエンティティの任意の組合せを用いて実装され得る。
【００３７】
　[0059]処理システムは、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体をも含み得る。ソ
フトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハード
ウェア記述言語などの名称にかかわらず、任意のタイプの命令を意味すると広く解釈され
たい。命令は、（たとえば、ソースコード形式、バイナリコード形式、実行可能コード形
式、または任意の他の好適なコード形式の）コードを含み得る。命令は、１つまたは複数
のプロセッサによって実行されたとき、本明細書で説明する様々な機能を処理システムに
実行させる。
【００３８】
　[0060]いくつかの構成では、ワイヤレスデバイス３０２は、スケジューラ／トリガリン
グモジュール３０５を含む。一態様では、ワイヤレスデバイス３０２は、アクセスポイン
ト（たとえば、アクセスポイント１１０）であり得る。スケジューラ／トリガリングモジ
ュール３０５は、ユーザ端末１２０のうちの１つまたは複数に、第２のメッセージのダウ
ンリンク送信に基づいてアップリンクデータを送信するために１つまたは複数のユーザ端
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末１２０のためのリソース割振りと特定の時間とを示す第１のメッセージを送信するよう
に、アクセスポイント１１０に命令し得る。スケジューラ／トリガリングモジュール３０
５は、１つまたは複数のユーザ端末１２０に、ダウンリンク送信において第２のメッセー
ジを送信するように、アクセスポイント１１０に命令し得る。アクセスポイント１１０は
、図１４～図２３を参照して以下で説明するように、リソース割振りによる第２のメッセ
ージのダウンリンク送信に基づいて、特定の時間において１つまたは複数のユーザ端末１
２０からアップリンクデータを受信する。別の態様では、ワイヤレスデバイス３０２は、
局（たとえば、ユーザ端末１２０）であり得る。ユーザ端末１２０は、アクセスポイント
１１０から、第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいてアップリンクデータを送信
するためにリソース割振りと特定の時間とを示す第１のメッセージを受信する。ユーザ端
末１２０は、アクセスポイント１１０から、ダウンリンク送信において第２のメッセージ
を受信する。スケジューラ／トリガリングモジュール３０５は、図１４～図２３を参照し
て以下で説明するように、リソース割振りによる第２のメッセージのダウンリンク送信に
基づいて、特定の時間においてアクセスポイント１１０にアップリンクデータを送信する
ように、ユーザ端末１２０に命令し得る。
【００３９】
　[0061]ワイヤレスデバイス３０２はまた、ワイヤレスデバイス３０２と遠隔ロケーショ
ンとの間のデータの送信および受信を可能にするために送信機３１０と受信機３１２とを
含み得るハウジング３０８を含み得る。送信機３１０と受信機３１２とは組み合わせられ
てトランシーバ３１４になり得る。単一または複数のトランシーバアンテナ３１６が、ハ
ウジング３０８に取り付けられ、トランシーバ３１４に電気的に結合され得る。ワイヤレ
スデバイス３０２はまた、複数の送信機と、複数の受信機と、複数のトランシーバとを含
み得る（図示せず）。
【００４０】
　[0062]ワイヤレスデバイス３０２はまた、トランシーバ３１４によって受信された信号
のレベルを検出し、定量化するために使用され得る信号検出器３１８を含み得る。信号検
出器３１８は、そのような信号を、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当たりの
エネルギー、電力スペクトル密度および他の信号として検出し得る。ワイヤレスデバイス
３０２は、信号を処理する際に使用するためのデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）３２０
をも含み得る。
【００４１】
　[0063]ワイヤレスデバイス３０２の様々な構成要素は、データバスに加えて、電力バス
と、制御信号バスと、ステータス信号バスとを含み得る、バスシステム３２２によって互
いに結合され得る。
【００４２】
　[0064]本開示のいくつかの態様は、複数のＳＴＡからＡＰにアップリンク（ＵＬ）信号
を送信することをサポートする。いくつかの実施形態では、ＵＬ信号は、マルチユーザＭ
ＩＭＯ（ＭＵ－ＭＩＭＯ）システムにおいて送信され得る。代替的に、ＵＬ信号は、マル
チユーザＦＤＭＡ（ＭＵ－ＦＤＭＡ）システムまたは同様のＦＤＭＡシステムにおいて送
信され得る。詳細には、図４～図７および図１２～図１６に、ＵＬ－ＦＤＭＡ送信に等し
く適用されるであろうＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信４１０Ａ、４１０Ｂ、１０５０Ａ、およ
び１０５０Ｂを示す。これらの実施形態では、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信またはＵＬ－Ｆ
ＤＭＡ送信は、複数のＳＴＡからＡＰに同時に送られることがあり、ワイヤレス通信にお
ける効率をもたらし得る。
【００４３】
　[0065]図４は、ＵＬ通信のために使用され得るＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯプロトコル４００
の一例を示す時間シーケンス図である。図４に示されているように、および図１に関連し
て、ＡＰ１１０は、特定のＳＴＡがＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯを開始することを知るように、
どのＳＴＡがＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ方式に参加し得るかを示すクリアツートランスミット
（ＣＴＸ）メッセージ４０２（またはＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２）をユーザ端末１２０に送
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信し得る。ＣＴＸフレーム構造の一例について、図８～図１１を参照しながら以下でより
十分に説明する。
【００４４】
　[0066]ユーザ端末１２０が、そのユーザ端末がリストされたＣＴＸメッセージ４０２を
ＡＰ１１０から受信すると、そのユーザ端末は、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信４１０を送信
し得る。図４では、ＳＴＡ１２０ＡおよびＳＴＡ１２０Ｂは、物理レイヤコンバージェン
スプロトコル（ＰＬＣＰ）プロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）を含んでいるＵＬ－Ｍ
Ｕ－ＭＩＭＯ送信４１０Ａおよび４１０Ｂを送信する。ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信４１０
を受信すると、ＡＰ１１０は、ブロック確認応答（ＢＡ）４７０をユーザ端末１２０に送
信し得る。
【００４５】
　[0067]すべてのＡＰまたはユーザ端末１２０がＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯまたはＵＬ－ＦＤ
ＭＡ動作をサポートするとは限らない。ユーザ端末１２０からの能力指示は、関連付け要
求またはプローブ要求中に含まれる高効率ワイヤレス（ＨＥＷ：high efficiency wirele
ss）能力要素において示され得、能力を示すビットと、ユーザ端末１２０がＵＬ－ＭＵ－
ＭＩＭＯ送信において使用することができる空間ストリームの最大数と、ユーザ端末１２
０がＵＬ－ＦＤＭＡ送信において使用することができる周波数と、電力バックオフにおけ
る最小および最大電力ならびにグラニュラリティと、ユーザ端末１２０が実行することが
できる最小および最大時間調整とを含み得る。
【００４６】
　[0068]ＡＰからの能力指示は、関連付け応答、ビーコンまたはプローブ応答中に含まれ
るＨＥＷ能力要素において示され得、能力を示すビットと、単一のユーザ端末１２０がＵ
Ｌ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信において使用することができる空間ストリームの最大数と、単一
のユーザ端末１２０がＵＬ－ＦＤＭＡ送信において使用することができる周波数と、必要
とされる電力制御グラニュラリティと、ユーザ端末１２０が実行することが可能であるべ
きである必要とされる最小および最大時間調整とを含み得る。
【００４７】
　[0069]一実施形態では、可能なユーザ端末１２０は、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ特徴の使用
の有効化についての要求を示す管理フレームをＡＰに送ることによって、ＵＬ－ＭＵ－Ｍ
ＩＭＯ（またはＵＬ－ＦＤＭＡ）プロトコルの一部になるように、可能なＡＰに要求し得
る。一態様では、ＡＰ１１０は、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ特徴の使用を許可するかまたはそ
れを拒否することによって応答し得る。ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯの使用が許可されると、ユ
ーザ端末１２０は、様々な時間においてＣＴＸメッセージ４０２を予想し得る。さらに、
ユーザ端末１２０がＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ特徴を動作させることを可能にされると、ユー
ザ端末１２０は、ある動作モードに従わなければならないことがある。複数の動作モード
が可能である場合、ＡＰは、ＨＥＷ能力要素においてまたは動作要素においてどのモード
を使用すべきかをユーザ端末１２０に示し得る。一態様では、ユーザ端末１２０は、異な
る動作要素をＡＰ１１０に送ることによって、動作中に動作モードおよびパラメータを動
的に変更することができる。別の態様では、ＡＰ１１０は、更新された動作要素をユーザ
端末１２０に、またはビーコン中で送ることによって、動作中に動作モードを動的に切り
替え得る。別の態様では、動作モードは、セットアップフェーズにおいて示され得、ユー
ザ端末１２０ごとに、またはユーザ端末１２０のグループについてセットアップされ得る
。別の態様では、動作モードはトラフィック識別子（ＴＩＤ）ごとに指定され得る。
【００４８】
　[0070]図５は、図１に関連して、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信の動作モードの一例を示す
、時間シーケンス図である。この実施形態では、ユーザ端末１２０は、ＡＰ１１０からＣ
ＴＸメッセージ４０２を受信し、即時応答をＡＰ１１０に送る。この応答は、クリアツー
センド（ＣＴＳ：clear to send）４０８または別の同様の信号の形態であり得る。一態
様では、ＣＴＳを送るための要件が、ＣＴＸメッセージ４０２において示され得るか、ま
たは通信のセットアップフェーズにおいて示され得る。図５に示されているように、ＳＴ
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Ａ１２０ＡおよびＳＴＡ１２０Ｂは、それぞれ、ＣＴＸメッセージ４０２を受信したこと
に応答して、ＣＴＳ１　４０８ＡメッセージおよびＣＴＳ２　４０８Ｂメッセージを送信
し得る。ＣＴＳ１　４０８ＡおよびＣＴＳ２　４０８Ｂの変調およびコーディング方式（
ＭＣＳ）は、ＣＴＸメッセージ４０２のＭＣＳに基づき得る。この実施形態では、ＣＴＳ
１　４０８ＡおよびＣＴＳ２　４０８Ｂは、それらが同時にＡＰ１１０に送信され得るよ
うに、同じビットと同じスクランブリングシーケンスとを含んでいる。ＣＴＳ４０８信号
の持続時間フィールドは、ＣＴＸ　ＰＰＤＵのための時間を除去することによって、ＣＴ
Ｘ中の持続時間フィールドに基づき得る。ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信４１０Ａおよび４１
０Ｂは、次いで、ＣＴＸ４０２信号においてリストされたような、ＳＴＡ１２０Ａおよび
１２０Ｂによって送られる。ＡＰ１１０は、次いで、確認応答（ＡＣＫ）信号をＳＴＡ１
２０Ａおよび１２０Ｂに送り得る。いくつかの態様では、ＡＣＫ信号は、各局へのシリア
ルＡＣＫ信号またはＢＡであり得る。いくつかの態様では、ＡＣＫはポーリングされ得る
。この実施形態は、ＣＴＳ４０８信号を、連続的にではなく同時に複数のＳＴＡからＡＰ
１１０に送信することによって効率をもたらし、これは、時間を節約し、干渉の可能性を
低減する。
【００４９】
　[0071]図６は、図１に関連して、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信の動作モードの別の例を示
す、時間シーケンス図である。この実施形態では、ユーザ端末１２０Ａおよび１２０Ｂは
、ＡＰ１１０からＣＴＸメッセージ４０２を受信し、ＣＴＸメッセージ４０２を搬送する
ＰＰＤＵの終了からある時間（Ｔ）４０６の後に、アンドＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信を開
始することを許容される。Ｔ４０６は、ショートフレーム間スペース（ＳＩＦＳ：short 
interframe space）、ポイントフレーム間スペース（ＰＩＦＳ：point interframe space
）、あるいはＣＴＸメッセージ４０２においてまたは管理フレームを介してＡＰ１１０に
よって示されるような、追加のオフセットを用いて潜在的に調整される別の時間であり得
る。ＳＩＦＳおよびＰＩＦＳ時間は、規格において固定されるか、あるいはＣＴＸメッセ
ージ４０２においてまたは管理フレーム中でＡＰ１１０によって示され得る。Ｔ４０６の
利益は、同期を改善すること、あるいは、ＣＴＸメッセージ４０２または他のメッセージ
を送信の前に処理するための時間をユーザ端末１２０Ａおよび１２０Ｂに許容することで
あり得る。
【００５０】
　[0072]図１に関連して図４～図６を参照すると、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信４１０は、
同じ持続時間を有し得る。ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ特徴を利用するユーザ端末のためのＵＬ
－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信４１０の持続時間は、ＣＴＸメッセージ４０２においてまたはセッ
トアップフェーズ中に示され得る。必要とされる持続時間のＰＰＤＵを生成するために、
ユーザ端末１２０は、ＰＰＤＵの長さがＣＴＸメッセージ４０２において示される長さと
一致するように、ＰＬＣＰサービスデータユニット（ＰＳＤＵ）を構築し得る。別の態様
では、ユーザ端末１２０は、ターゲット長に近づくように、メディアアクセス制御（ＭＡ
Ｃ）プロトコルデータユニットにおけるデータアグリゲーション（Ａ－ＭＰＤＵ：data a
ggregation in MAC protocol data unit）のレベルまたはＭＡＣサービスデータユニット
におけるデータアグリゲーション（Ａ－ＭＳＤＵ：data aggregation in a MAC service 
data unit）のレベルを調整し得る。別の態様では、ユーザ端末１２０は、ターゲット長
に達するように、ファイル終了（ＥＯＦ：end of file）パディングデリミタを追加し得
る。別の手法では、パディングフィールドまたはＥＯＦパッドフィールドは、Ａ－ＭＰＤ
Ｕの最初に追加される。すべてのＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信を同じ長さにすることの利益
のうちの１つは、送信の電力レベルが一定のままであることである。
【００５１】
　[0073]いくつかの実施形態では、ユーザ端末１２０は、ＡＰにアップロードすべきデー
タを有し得るが、ユーザ端末１２０は、ユーザ端末１２０がＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信を
開始し得ることを示すＣＴＸメッセージ４０２または他の信号を受信していない。
【００５２】
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　[0074]１つの動作モードでは、ユーザ端末１２０は、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信機会（
ＴＸＯＰ）外で（たとえば、ＣＴＸメッセージ４０２の後に）送信しないことがある。別
の動作モードでは、ユーザ端末１２０は、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信を初期化するための
フレームを送信し得、次いで、たとえば、それらがＣＴＸメッセージ４０２においてＵＬ
－ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＴＸＯＰ中に送信するように命令される場合、そうし得る。一実施形
態では、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信を初期化するためのフレームは、リクエストツートラ
ンスミット（ＲＴＸ：request to transmit）、この目的のために特別に設計されたフレ
ームであり得る。ＲＴＸフレームは、ユーザ端末１２０がＵＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ　ＴＸＯ
Ｐを開始するために使用することを許容されるフレームのみであり得る。一実施形態では
、ユーザ端末は、ＲＴＸを送ること以外によって、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＴＸＯＰ外で
送信しないことがある。別の実施形態では、ＵＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ送信を初期化するため
のフレームは、ユーザ端末１２０が送るべきデータを有することをＡＰ１１０に示す任意
のフレームであり得る。これらのフレームがＵＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ　ＴＸＯＰ要求を示す
ことが、事前にネゴシエートされ得る。たとえば、ＲＴＳ、さらなるデータを示すように
ＱｏＳ制御フレームのビット８～１５が設定されたデータフレームまたはＱｏＳヌルフレ
ーム、あるいはＰＳポールが、ユーザ端末１２０が、送るべきデータを有しており、ＵＬ
　ＭＵ　ＭＩＭＯ　ＴＸＯＰを要求していることを示すために使用され得る。一実施形態
では、ユーザ端末は、ＴＸＯＰをトリガするためのフレームを送ること以外によって、Ｕ
Ｌ　ＭＵ　ＭＩＭＯ　ＴＸＯＰ外で送信しないことがあり、ここで、そのフレームはＲＴ
Ｓ、ＰＳポール、またはＱｏＳヌルであり得る。別の実施形態では、ユーザ端末は、通常
通りシングルユーザアップリンクデータを送り得、それのデータパケットのＱｏＳ制御フ
レーム中のビットを設定することによって、ＵＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ　ＴＸＯＰについての
要求を示し得る。
【００５３】
　[0075]図７は、図１に関連して、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯを初期化するためのフレームが
ＲＴＸ７０１である一例を示す、時間シーケンス図である。この実施形態では、ユーザ端
末１２０は、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信に関する情報を含むＲＴＸ７０１をＡＰ１１０に
送る。図７に示されているように、ＡＰ１１０は、ＣＴＸメッセージ４０２の直後にＵＬ
－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信４１０を送るために、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＴＸＯＰを許可する
ＣＴＸメッセージ４０２でＲＴＸ７０１に応答し得る。別の態様では、ＡＰ１１０は、シ
ングルユーザ（ＳＵ）ＵＬ　ＴＸＯＰを許可するＣＴＳで応答し得る。別の態様では、Ａ
Ｐ１１０は、ＲＴＸ７０１の受信に確認応答するが即時ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＴＸＯＰ
を許可しないフレーム（たとえば、特殊な指示をもつＡＣＫまたはＣＴＸ）で応答し得る
。別の態様では、ＡＰ１１０は、ＲＴＸ７０１の受信に確認応答し、即時ＵＬ－ＭＵ－Ｍ
ＩＭＯ　ＴＸＯＰを許可しないが、遅延ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＴＸＯＰを許可するフレ
ームで応答し得、ＴＸＯＰの時間が許可されることを識別し得る。この実施形態では、Ａ
Ｐ１１０は、許可された時間においてＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯを開始するためにＣＴＸにメ
ッセージ４０２を送り得る。
【００５４】
　[0076]別の態様では、ＡＰ１１０は、ユーザ端末１２０にＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信を
許可しないが、ユーザ端末１２０が、別の送信を試みる（たとえば、別のＲＴＸを送る）
前に時間（Ｔ）の間待つものとすることを示す、ＡＣＫまたは他の応答信号でＲＴＸ７０
１に応答し得る。この態様では、時間（Ｔ）は、セットアップフェーズにおいてまたは応
答信号において、ＡＰ１１０によって示され得る。別の態様では、ＡＰ１１０とユーザ端
末１２０とは、ユーザ端末１２０がＲＴＸ７０１、ＲＴＳ、ＰＳポール、またはＵＬ－Ｍ
Ｕ－ＭＩＭＯ　ＴＸＯＰについての他の要求を送信し得る時間に関して合意し得る。
【００５５】
　[0077]別の動作モードでは、ユーザ端末１２０は、通常の競合プロトコルに従ってＵＬ
－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信４１０についての要求を送信し得る。別の態様では、ＵＬ－ＭＵ－
ＭＩＭＯを使用するユーザ端末１２０のための競合パラメータは、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ
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特徴を使用していない他のユーザ端末のためのものとは異なる値に設定される。この実施
形態では、ＡＰ１１０は、ビーコン、関連付け応答においてまたは管理フレームを通じて
競合パラメータの値を示し得る。別の態様では、ＡＰ１１０は、各成功したＵＬ－ＭＵ－
ＭＩＭＯ　ＴＸＯＰの後に、あるいは各ＲＴＸ、ＲＴＳ、ＰＳポール、またはＱｏＳヌル
フレームの後に、ある量の時間の間、ユーザ端末１２０が送信するのを防ぐ遅延タイマー
を与え得る。タイマーは、各成功したＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＴＸＯＰの後に再開され得
る。一態様では、ＡＰ１１０がセットアップフェーズにおいてユーザ端末１２０に遅延タ
イマーを示し得るか、または、遅延タイマーが各ユーザ端末１２０について異なり得る。
別の態様では、ＡＰ１１０がＣＴＸメッセージ４０２において遅延タイマーを示し得るか
、または、遅延タイマーが、ＣＴＸメッセージ４０２におけるユーザ端末１２０の順序に
依存し得、各端末について異なり得る。
【００５６】
　[0078]別の動作モードでは、ＡＰ１１０は、ユーザ端末１２０がその間にＵＬ－ＭＵ－
ＭＩＭＯ送信を送信することを許容される時間間隔を示し得る。一態様では、ＡＰ１１０
は、ユーザ端末１２０がその間に、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信を求めるためにＲＴＸまた
はＲＴＳまたは他の要求をＡＰ１１０に送ることを許容される時間間隔を、それらのユー
ザ端末に示す。この態様では、ユーザ端末１２０は、通常の競合プロトコルを使用し得る
。別の態様では、ユーザ端末は、その時間間隔中にＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信を開始しな
いことがあるが、ＡＰ１１０は、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信を開始するために、ＣＴＸま
たは他のメッセージをユーザ端末に送り得る。
【００５７】
　[0079]いくつかの実施形態では、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯのために有効にされたユーザ端
末１２０は、それがＵＬのための保留中のデータを有するので、それがＵＬ－ＭＵ－ＭＩ
ＭＯ　ＴＸＯＰを要求することをＡＰ１１０に示し得る。一態様では、ユーザ端末１２０
は、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＴＸＯＰを要求するために、ＲＴＳまたはＰＳポールを送り
得る。別の実施形態では、ユーザ端末１２０は、サービス品質（ＱｏＳ）ヌルデータフレ
ームを含む任意のデータフレームを送り得、ここで、ＱｏＳ制御フィールドのビット８～
１５は空でないキューを示す。この実施形態では、ユーザ端末１２０は、ＱｏＳ制御フィ
ールドのビット８～１５が空でないキューを示すとき、どのデータフレーム（たとえば、
ＲＴＳ、ＰＳポール、ＱｏＳヌルなど）がＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信をトリガするかを、
セットアップフェーズ中に決定し得る。一実施形態では、ＲＴＳ、ＰＳポール、またはＱ
ｏＳヌルフレームは、ＡＰ１１０がＣＴＸメッセージ４０２で応答することを許容するか
または許容しない１ビット指示を含み得る。別の実施形態では、ＱｏＳヌルフレームは、
ＴＸ電力情報とＴＩＤごとのキュー情報（per TID queue information）とを含み得る。
ＴＸ電力情報およびＴＩＤごとのキュー情報は、ＱｏＳヌルフレーム中の、２バイトのシ
ーケンス制御およびＱｏＳ制御フィールドに挿入され得、修正されたＱｏＳヌルフレーム
は、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＴＸＯＰを要求するためにＡＰ１１０に送られ得る。別の実
施形態では、図１と図７とを参照すると、ユーザ端末１２０は、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ　
ＴＸＯＰを要求するためにＲＴＸ７０１を送り得る。
【００５８】
　[0080]ＲＴＳ、ＲＴＸ、ＰＳポールまたはＱｏＳヌルフレーム、あるいは上記で説明し
た他のトリガフレームを受信したことに応答して、ＡＰ１１０はＣＴＸメッセージ４０２
を送り得る。一実施形態では、図７を参照すると、ＣＴＸメッセージ４０２の送信、なら
びにＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信４１０Ａと４１０Ｂの完了の後に、ＴＸＯＰは、残りのＴ
ＸＯＰをどのように使用すべきかに関して決めることができるＳＴＡ１２０Ａおよび１２
０Ｂに戻る。別の実施形態では、図７を参照すると、ＣＴＸメッセージ４０２の送信、な
らびにＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信４１０Ａおよび４１０Ｂの完了の後に、ＴＸＯＰはＡＰ
１１０に残り、ＡＰ１１０は、別のＣＴＸメッセージ４０２をＳＴＡ１２０Ａおよび１２
０Ｂのいずれかまたは他のＳＴＡに送ることによって、追加のＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信
のために残りのＴＸＯＰを使用し得る。
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【００５９】
　[0081]上記で説明したように、ＣＴＸメッセージ４０２は様々な通信において使用され
得る。図８は、ＣＴＸフレーム１２００構造の一例の図である。この実施形態では、ＣＴ
Ｘフレーム１２００は、フレーム制御（ＦＣ）フィールド１２０５と、持続時間フィール
ド１２１０と、送信機アドレス（ＴＡ）フィールド１２１５と、制御（ＣＴＲＬ）フィー
ルド１２２０と、ＰＰＤＵ持続時間フィールド１２２５と、ＳＴＡ情報フィールド１２３
０と、フレーム検査シーケンス（ＦＣＳ）フィールド１２８０とを含む制御フレームであ
る。ＦＣフィールド１２０５は、制御サブタイプまたは拡張サブタイプを示す。持続時間
フィールド１２１０は、ネットワーク割振りベクトル（ＮＡＶ）を設定するようにＣＴＸ
フレーム１２００の任意の受信機に示す。ＴＡフィールド１２１５は、送信機アドレスま
たはＢＳＳＩＤを示す。ＣＴＲＬフィールド１２２０は、フレームの残りの部分のフォー
マットに関する情報（たとえば、ＳＴＡ情報フィールドの数およびＳＴＡ情報フィールド
内のサブフィールドの存在または不在）と、ユーザ端末１２０のためのレート適応のため
の指示と、許容トラフィック識別子（ＴＩＤ）の指示と、ＣＴＳがＣＴＸフレーム１２０
０の直後に送られなければならないという指示とを含み得る一般フィールドである。ＣＴ
ＲＬフィールド１２２０はまた、ＣＴＸフレーム１２００がＵＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯのため
に使用されているのか、ＵＬ　ＦＤＭＡのために使用されているのか、その両方のために
使用されているのかを示し、Ｎｓｓまたはトーン割振りフィールドがＳＴＡ情報フィール
ド１２３０中に存在するかどうかを示し得る。代替的に、ＣＴＸがＵＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ
のためのものであるのかＵＬ　ＦＤＭＡのためのものであるのかの指示は、サブタイプの
値に基づき得る。ＵＬ　ＭＵ　ＭＩＭＯ動作とＵＬ　ＦＤＭＡ動作とは、使用されるべき
空間ストリームと使用されるべきチャネルの両方をＳＴＡに指定することによって一緒に
実行され得、この場合、両方のフィールドがＣＴＸ中に存在し、その場合、Ｎｓｓ指示は
特定のトーン割振りと呼ばれることに留意されたい。ＰＰＤＵ持続時間フィールド１２２
５は、ユーザ端末１２０が送ることを許容される後続のＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＰＰＤＵ
の持続時間を示す。ＳＴＡ情報フィールド１２３０は、特定のＳＴＡに関する情報を含ん
でおり、情報のＳＴＡごとの（ユーザ端末１２０ごとの）セットを含み得る（ＳＴＡ情報
１　１２３０およびＳＴＡ情報Ｎ　１２７５参照）。ＳＴＡ情報フィールド１２３０は、
ＳＴＡを識別するＡＩＤまたはＭＡＣアドレスフィールド１２３２と、ＳＴＡが（ＵＬ－
ＭＵ－ＭＩＭＯシステムにおいて）使用し得る空間ストリームの数を示す空間ストリーム
数フィールド（Ｎｓｓ）１２３４フィールドと、ＳＴＡがトリガフレーム（この場合はＣ
ＴＸ）の受信と比較してそれの送信を調整すべきである時間を示す時間調整１２３６フィ
ールドと、ＳＴＡが宣言された送信電力から取るべきである電力バックオフを示す電力調
整１２３８フィールドと、ＳＴＡが（ＵＬ－ＦＤＭＡシステムにおいて）使用し得るトー
ンまたは周波数を示すトーン割振り１２４０フィールドと、許容できるトラフィック識別
子（ＴＩＤ）を示す許容ＴＩＤ（Allowed TID）１２４２フィールドと、許容ＴＸモード
を示す許容ＴＸモード１２４４フィールドと、ＳＴＡが使用すべきであるＭＣＳを示すＭ
ＣＳ１２４６フィールドとを含み得る。許容ＴＩＤ１２４２の指示をもつＣＴＸを受信す
るユーザ端末１２０は、そのＴＩＤのデータのみ、同じまたはより高いＴＩＤのデータ、
同じまたはより低いＴＩＤのデータ、任意のデータを送信することが許容され得るか、あ
るいは、最初にそのＴＩＤのデータのみを送信し、次いで、データが利用可能でない場合
に他のＴＩＤのデータを送信することが許容され得る。ＦＣＳ１２８０フィールドは、ザ
がＣＴＸフレーム１２００の誤り検出のために使用されるＦＣＳ値を搬送することを示す
。
【００６０】
　[0082]図９は、ＣＴＸフレーム１２００構造の別の例の図である。この実施形態では、
および図８に関連して、ＳＴＡ情報フィールド１２３０はＡＩＤまたはＭＡＣアドレスフ
ィールド１２３２を含んでおらず、代わりに、ＣＴＸフレーム１２００は、個々の識別子
ではなくグループ識別子によってＳＴＡを識別するグループ識別子（ＧＩＤ）１２２６フ
ィールドを含む。図１０は、ＣＴＸフレーム１２００構造の別の例の図である。この実施



(23) JP 2017-528033 A 2017.9.21

10

20

30

40

50

形態では、および図９に関連して、ＧＩＤ１２２６フィールドは、マルチキャストＭＡＣ
アドレスを通じてＳＴＡのグループを識別するＲＡ１２１４フィールドと交換される。
【００６１】
　[0083]図１１は、ＣＴＸフレーム１５００構造の一例の図である。この実施形態では、
ＣＴＸフレーム１５００は、管理ＭＡＣヘッダ１５０５フィールドと、本体１５１０フィ
ールドと、ＦＣＳ１５８０フィールドとを含む管理フレームである。本体１５１０フィー
ルドは、情報要素（ＩＥ）を識別するＩＥ　ＩＤ１５１５フィールドと、ＣＴＸフレーム
１５００の長さを示すＬＥＮ１５２０フィールドと、ＣＴＲＬ１２２０フィールドと同じ
情報を含むＣＴＲＬ１５２５フィールドと、ユーザ端末１２０が送ることを許容される後
続のＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ　ＰＰＤＵの持続時間を示すＰＰＤＵ持続時間１５３０フィー
ルドと、ＳＴＡ情報１　１５３５フィールドと、後続のＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信におい
て使用するためのすべてのＳＴＡのためのＭＣＳ、または後続のＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送
信において使用するためのすべてのＳＴＡのためのＭＣＳバックオフを示すことができる
ＭＣＳ１５７５フィールドとを含む。（ＳＴＡ情報Ｎ　１５７０とともに）ＳＴＡ情報１
　１５３５フィールドは、ＳＴＡを識別するＡＩＤ１５４０フィールドと、ＳＴＡが（Ｕ
Ｌ－ＭＵ－ＭＩＭＯシステムにおいて）使用し得る空間ストリームの数を示す空間ストリ
ーム数フィールド（Ｎｓｓ）１５４２フィールドと、ＳＴＡがトリガフレーム（この場合
はＣＴＸ）の受信と比較してそれの送信を調整すべきである時間を示す時間調整１５４４
フィールドと、ＳＴＡが宣言された送信電力から取るべきである電力バックオフを示す電
力調整１５４６フィールドと、ＳＴＡが（ＵＬ－ＦＤＭＡシステムにおいて）使用し得る
トーンまたは周波数を示すトーン割振り１５４８フィールドと、許容できるＴＩＤを示す
許容ＴＩＤ１５５０フィールドとを含むＳＴＡごとのフィールドを表す。
【００６２】
　[0084]一実施形態では、ＣＴＸフレーム１２００またはＣＴＸフレーム１５００は、Ｕ
Ｌ信号を送信する前に処理するための時間をユーザ端末１２０に与えるために、Ａ－ＭＰ
ＤＵにおいてアグリゲートされ得る。この実施形態では、次のパケットを処理するための
追加の時間をユーザ端末１２０に許容するために、パディングまたはデータがＣＴＸの後
に追加され得る。ＣＴＸフレームをパディングすることに対する１つの利益は、他のユー
ザ端末１２０からのＵＬ信号についての考えられる競合の問題を回避することであり得る
。一態様では、ＣＴＸが管理フレームである場合、追加のパディングＩＥが送られ得る。
別の態様では、ユーザ端末１２０は、ＣＴＸフレームのための最小持続時間またはパディ
ングをＡＰ１１０に要求し得る。
【００６３】
　[0085]いくつかの実施形態では、ＡＰ１１０はＣＴＸ送信を開始し得る。一実施形態で
は、ＡＰ１１０は、通常の拡張分散チャネルアクセス（ＥＤＣＡ：enhanced distributio
n channel access）競合プロトコルに従ってＣＴＸメッセージ４０２を送り得る。別の実
施形態では、ＡＰ１１０は、スケジュールされた時間においてＣＴＸメッセージ４０２を
送り得る。この実施形態では、スケジュールされた時間は、ユーザ端末１２０のグループ
が媒体にアクセスするために予約された時間を示すビーコン中の制限付きアクセスウィン
ドウ（ＲＡＷ：restricted access window）指示、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信に参加する
ために同時に起動するように複数のユーザ端末１２０に示す、各ユーザ端末１２０とのタ
ーゲット起動時間（ＴＷＴ：target wake time）合意、または他のフィールド中の情報を
使用することによって、ＡＰ１１０によってユーザ端末１２０に示され得る。ＲＡＷおよ
びＴＷＴ外では、ユーザ端末１０２は、任意のフレームを、またはフレームのサブセット
（たとえば、非データフレーム）のみを送信することを許容され得る。また、いくつかの
フレームを送信することが禁止され得る（たとえば、データフレームを送信することが禁
止され得る）。ユーザ端末１２０はまた、ユーザ端末１２０がスリープ状態にあることを
示し得る。ＣＴＸをスケジュールすることに対する１つの利点は、複数のユーザ端末１２
０が同じＴＷＴまたはＲＡＷ時間を示され得、ＡＰ１１０からの送信を受信し得ることで
ある。
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【００６４】
　[0086]一実施形態では、ＣＴＸメッセージ４０２は、単一のユーザ端末１２０のための
情報を含み得る。この実施形態では、ＡＰ１１０は、１つのユーザ端末１２０のための情
報を含む複数のＣＴＸメッセージ４０２を複数のユーザ端末１２０に同時に送り、後続の
ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信４１０のためのスケジュールを作成し得る。図１６は、複数の
ＣＴＸメッセージ４０２Ａとメッセージ４０２Ｂとを同時に送る一例を示す時間シーケン
ス図である。図示のように、ＣＴＸメッセージ４０２Ａおよび４０２Ｂは、それぞれ１つ
の局（それぞれユーザ端末１２０Ａおよび１２０Ｂ）にＤＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信または
ＤＬ－ＦＤＭＡ送信を使用して同時に送られ得る。ユーザ端末１２０Ａおよび１２０Ｂは
、ＣＴＸメッセージ４０２Ａおよび４０２Ｂを受信し、次いで、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ（
またはＵＬ－ＦＤＭＡ）送信４１０Ａおよび４１０Ｂを開始する。図１３は時間シーケン
ス図であり、Ａ－ＭＰＤＵメッセージ４０７Ａおよび４０７Ｂ内でＣＴＸメッセージを送
る一例を示している。図１２の場合のように、Ａ－ＭＰＤＵメッセージ４０７Ａおよび４
０７ＢのＣＴＸ部分は、１つのＳＴＡ（それぞれユーザ端末１２０Ａおよび１２０Ｂ）の
ための情報を含んでおり、ユーザ端末１２０Ａおよび１２０Ｂは、メッセージ４０７Ａお
よび４０７Ｂを受信し、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ（またはＵＬ－ＦＤＭＡ）送信４１０Ａお
よび４１０Ｂを開始する。
【００６５】
　[0087]他の実施形態では、ユーザ端末１２０は、ＣＴＸメッセージ４０２を受信した後
にＵＬ送信を開始しないことがある。一実施形態では、ＡＰ１１０は、ＵＬ送信をトリガ
する新しいフレームを定義する。新しいフレームは、ＡＰ１１０によって示された任意の
フレームであり得、ヌルデータパケット（ＮＤＰ）フレームを備え得る。この実施形態で
は、新しいフレームは、ユーザ端末が、そのフレームがＣＴＸ中で示されるものと同じト
リガフレームであることを知り、ＵＬ送信を開始し得るように、そのフレームをＣＴＸに
リンクするシーケンスまたはトークン数を含み得る。フレームは、送信を聴取する他のユ
ーザ端末１２０がそれらのＮＡＶを設定することができるような持続時間をも含み得る。
ユーザ端末１２０は、ＡＣＫまたは同様のフレームを送ることによってＣＴＸの受信に確
認応答し得る。別の実施形態では、ユーザ端末１２０は、トリガフレームの使用を要求し
得る。要求は、トリガが即時または遅延であることを示し得る。別個のトリガフレームを
有することの１つの利益は、トリガフレームが、ＵＬ送信の前にＣＴＸを処理するための
より多くの時間をユーザ端末に与え得ることであり得る。別の利益は、より速いＵＬ時間
を可能にするために、トリガフレームが、ＣＴＸよりも短いフレームであり得、後続のＣ
ＴＸメッセージなしに複数回に送られ得ることであり得る。トリガはフレーム化し得るは
、直ちに、あるいはＣＴＸからの事前指定されたオフセットまたはオフセットのセットに
おいて、ＣＴＸに続き得る。
【００６６】
　[0088]図１４は、ＣＴＸ／トリガ交換の一実施形態を示す時間シーケンス図である。こ
の実施形態では、ＡＰ１１０は、ＣＴＸメッセージ４０２をユーザ端末１２０に送り、次
いで、後でトリガフレーム４０５を送る。ユーザ端末１２０Ａおよび１２０Ｂがトリガフ
レーム４０５を受信すると、それらはＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信４１０Ａおよび４１０Ｂ
を開始する。図１５は、ＣＴＸメッセージ４０２とトリガフレーム４０５との間の時間が
図１４に示されているものよりも大きい一例を示す時間シーケンス図である。図１６は、
複数のＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送信４１０を開始するために経時的に複数のトリガフレーム
４０５（またはトリガＰＰＤＵ４０５）を送る一例を示す時間シーケンス図である。この
実施形態では、ユーザ端末１２０Ａおよび１２０Ｂは、ただ、トリガフレームが、ＣＴＸ
中で示されるものと同じシーケンスまたはトークン数を有することを確認し、送信を開始
することができるので、第２のトリガフレーム４０５は、第２のＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ送
信４１０Ａおよび４１０Ｂを開始するために、ＣＴＸ４０２に先行される必要がない。
【００６７】
　[0089]再び図１４を参照すると、いくつかの構成では、トリガＰＰＤＵ４０５は、ダウ
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ンリンク（ＤＬ）シングルユーザ（ＳＵ）またはマルチユーザ（ＭＵ）ＰＰＤＵであり得
る。トリガＰＰＤＵ４０５は、ＩＥＥＥ８０２．１１規格に準拠し得、データフレーム、
管理フレーム、または制御フレームを含み得る。たとえば、ＡＰ１１０は、ＵＬ　ＰＰＤ
Ｕ１４１０Ａ～ＢをＡＰ１１０に送信するために使用すべき空間ストリーム／（Ｏ）ＦＤ
ＭＡチャネルと、持続時間と、電力とをＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂに示すパラメータを、
ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２中に含め得る。ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２を受信すると、ＳＴＡ１
２０ａ、１２０ｂは、トリガＰＰＤＵ４０５中に含まれるパラメータに従ってＵＬ－ＭＵ
－ＭＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ送信４１０Ａ～Ｂを準備し始め得る。その後、トリガＰＰＤ
Ｕ４０５を受信すると、ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂは、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）Ｆ
ＤＭＡ送信４１０Ａ～Ｂを開始し得る。ＵＬ　ＰＰＤＵ１４１０Ａ～Ｂは、ＳＵ　ＰＰＤ
ＵまたはＭＵ　ＰＰＤＵであり得る。ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂは、トリガＰＰＤＵ４０
５の受信が完了した後、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ送信４１０Ａ～Ｂを開始
するように構成され得る。より詳細には、ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂは、トリガＰＰＤＵ
４０５の受信が完了した後、構成可能な時間期間（たとえば、ＳＩＦＳ／ＰＩＦＳ）内に
ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ送信４１０Ａ～Ｂを開始し得る。１つの技法では
、ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂは、１つまたは複数の受信ＤＬ　ＰＰＤＵに確認応答する（
１つまたは複数の）ＵＬ　ＡＣＫまたはブロックＡＣＫ（ＢＡ）をも含み得る。たとえば
、ＵＬ　ＰＰＤＵ１４１０ＡはＵＬ　ＢＡ１４７０Ａを含み得、ＵＬ　ＰＰＤＵ１４１０
ＢはＵＬ　ＢＡ１４７０Ｂを含み得る。その後、上記で説明したように、ＡＰ１１０はＵ
Ｌ　ＰＰＤＵ１４１０Ａ～Ｂに確認応答するＢＡ４７０を送信し得る。
【００６８】
　[0090]図１７は、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２を示す図である。ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２は
、フィールドの中でも、ショートトレーニングフィールド１７１２と、ロングトレーニン
グフィールド１７１４と、ＳＩＧフィールド１７１６と、データフィールド１７２２と、
トレールおよびパディングフィールド（trail and padding field）１７２８とを含み得
る。データフィールド１７２２は、上記で説明したＣＴＸフレーム１２００、１５００を
含む。場合によっては、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２は時間指示１７３２を含み得、これにつ
いて、以下でより詳細に説明する。また場合によっては、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２はＣＴ
Ｘトークン１７３６を含み得、これについても以下でより詳細に説明する。時間指示１７
３２およびＣＴＸトークン１７３６の各々は、ＳＩＧフィールド１７１６（または他の制
御フィールド）中に含まれ得る。代替的に、時間指示１７３２およびＣＴＸトークン１７
３６の各々は、ＣＴＸフレーム１２００、１５００のフィールドまたはＩＥ中に含まれ得
る。
【００６９】
　[0091]再び図１４を参照すると、いくつかの構成では、ＡＰ１１０は、ＵＬ－ＭＵ－Ｍ
ＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ送信４１０Ａ～Ｂを開始すべき時間をＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂ
に通知する時間指示１７３２を、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２中に含め得る。一構成では、時
間指示１７３２は、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２の受信がＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂにおいて
完了した後、構成可能な時間期間（たとえば、ＳＩＦＳ／ＰＩＦＳ）内にある時点におい
て、ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂがＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ送信４１０Ａ～
Ｂを開始し得ることを示す。別の構成では、時間指示１７３２は、トリガＰＰＤＵ４０５
（たとえば、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２に続くＰＰＤＵ）の受信が完了した後、構成可能な
時間期間（たとえば、ＳＩＦＳ／ＰＩＦＳ）内にある時点において、ＳＴＡ１２０ａ、１
２０ｂがＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ送信４１０Ａ～Ｂを開始し得ることを示
す。
【００７０】
　[0092]いくつかの構成では、ＡＰ１１０は、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２の送信が完了した
後、構成可能な時間期間（たとえば、ＳＩＦＳ／ＰＩＦＳ）内にある時点において、トリ
ガＰＰＤＵ４０５を送信するように構成され得る。ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂは、ＣＴＸ
　ＰＰＤＵ４０２の後の構成可能な時間期間（たとえば、ＳＩＦＳ／ＰＩＦＳ）内に受信
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されたＰＰＤＵがトリガＰＰＤＵ４０５であると決定するように構成され得る。いくつか
の構成では、ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂは、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２の後の構成可能な時
間期間（たとえば、ＳＩＦＳ／ＰＩＦＳ）内に検出され、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２を送っ
たのと同じＡＰ（すなわち、ＡＰ１１０）によって送られたＰＰＤＵが、トリガＰＰＤＵ
４０５であると決定するように構成され得る。ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂは、物理レイヤ
（ＰＨＹ）ヘッダまたはＭＡＣヘッダ中に埋め込まれた送信側識別子に基づいてＰＰＤＵ
の起点を決定し得る。たとえば、ＰＨＹヘッダは、ＡＰアドレスの完全なまたは部分的な
識別子を含み得る。別の例では、ＭＡＣヘッダは、基本サービスセット識別子（ＢＳＳＩ
Ｄ）を含み得る。
【００７１】
　[0093]いくつかの構成では、ＡＰ１１０は、このＰＰＤＵがトリガＰＰＤＵ４０５であ
ることを受信側ＳＴＡに示す指示を、トリガＰＰＤＵ４０５中に含め得る。指示は、トリ
ガＰＰＤＵ４０５のＰＨＹヘッダまたはＭＡＣヘッダ中に含まれ得る。一構成では、ＳＴ
Ａ１２０ａ、１２０ｂは、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２の受信の後の構成可能な時間期間（た
とえば、ＳＩＦＳ／ＰＩＦＳ）内にＰＰＤＵを検出し、指示に基づいて、受信ＰＰＤＵが
トリガＰＰＤＵ４０５であるかどうかを決定するように構成され得る。
【００７２】
　[0094]図１８は、トリガＰＰＤＵ４０５を示す図である。トリガＰＰＤＵ４０５は、フ
ィールドの中でも、ショートトレーニングフィールド１８１２と、ロングトレーニングフ
ィールド１８１４と、ＳＩＧフィールド１８１６と、データフィールド１８２２と、トレ
ールおよびパディングフィールド１８２８とを含み得る。データフィールド１８２２はト
リガフレーム１８４０を含み得る。トリガフレーム１８４０は、フレームヘッダ１８４２
と、フレーム本体１８４４と、ＦＣＳ１８４６とを含む。場合によっては、ＳＩＧフィー
ルド１８１６（または他の制御フィールド）は、このＰＰＤＵがトリガＰＰＤＵ４０５で
あることを受信側ＳＴＡに示すトリガ指示１８５２を含み得、これについて、以下でより
詳細に説明する。トリガ指示１８５２はシングルビットを含み得る。したがって、トリガ
指示１８５２の値を検査することによって、ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂは、ＰＰＤＵがト
リガＰＰＤＵ４０５であるかどうかを決定することができる。また場合によっては、トリ
ガＰＰＤＵ４０５はトリガトークン１８５６を含み得、これについても以下でより詳細に
説明する。トリガトークン１８５６は、ＳＩＧフィールド１８１６（または他の制御フィ
ールド）中に含まれ得る。代替的に、トリガトークン１８５６は、トリガフレーム１８４
０のフレームヘッダ１８４２中に含まれ得る。
【００７３】
　[0095]図１９は、トリガフレームと介在するＰＰＤＵとを含む例示的なフレーム交換を
示す図１９００である。この例では、ＡＰ１１０およびＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂは、ト
リガＰＰＤＵ４０５がＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２の後の構成可能な時間期間（たとえば、Ｓ
ＩＦＳ／ＰＩＦＳ）内に送られることを必要としない。そうではなく、トリガＰＰＤＵ４
０５は、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２が送信された後の任意の時点において、ＡＰ１１０によ
って送信され得る。ＡＰ１１０は、このＰＰＤＵがトリガＰＰＤＵであることを受信側Ｓ
ＴＡに通知するためのトリガ指示１８５２を、トリガＰＰＤＵ４０５中に含め得る。図１
９に示されているように、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２を送信した後、ＡＰ１１０はＤＬ　Ｓ
ＵまたはＭＵ　ＰＰＤＵ１９１２を送信する。ＤＬ　ＳＵまたはＭＵ　ＰＰＤＵ１９１２
を受信すると、ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂは、ＤＬ　ＳＵまたはＭＵ　ＰＰＤＵ１９１２
が、ＤＬ　ＳＵまたはＭＵ　ＰＰＤＵ１９１２がトリガＰＰＤＵ４０５であることを示す
トリガ指示１８５２を含むかどうかを検出し得る。この例では、ＤＬ　ＳＵまたはＭＵ　
ＰＰＤＵ１９１２はそのような指示を含まない。したがって、ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂ
は、ＤＬ　ＳＵまたはＭＵ　ＰＰＤＵ１９１２を受信した後、構成可能な時間期間（たと
えば、ＳＩＦＳ／ＰＩＦＳ）内にＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ送信４１０Ａ～
Ｂを開始しない。その後、ＡＰ１１０は、このＰＰＤＵがトリガＰＰＤＵであることを示
すトリガ指示１８５２を含むトリガＰＰＤＵ４０５を送信する。したがって、ＳＴＡ１２
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０ａ、１２０ｂは、上記で説明したように、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ送信
４１０Ａ～Ｂを開始し得る。ＡＰ１１０は、上記で説明したように、ＢＡ４７０を送信し
得る。
【００７４】
　[0096]再び図１７～図１８を参照すると、いくつかの構成では、ＡＰ１１０は、ＣＴＸ
　ＰＰＤＵ４０２を識別する特定のトークン数を定義するＣＴＸトークン１７３６を、Ｃ
ＴＸ　ＰＰＤＵ４０２中に含め得る。その後、ＡＰ１１０は、同じ特定のトークン数を定
義するトリガトークン１８５６を、対応するトリガＰＰＤＵ４０５中に含め得る。一構成
では、トリガトークン１８５６は、トリガＰＰＤＵ４０５のＳＩＧフィールド１８１６（
または他の制御フィールド）中に含まれ得る。ＳＩＧフィールド１８１６は、トリガ指示
１８５２として機能し得る。たとえば、ＳＩＧフィールド１８１６の存在は、このＰＰＤ
ＵがトリガＰＰＤＵであることを示す。ＳＩＧフィールド１８１６の不在は、このＰＰＤ
ＵがトリガＰＰＤＵでないことを示す。さらに、制御フィールドの存在または不在は、Ｐ
ＨＹヘッダ中のシングルビットによって示され得る。代替的に、トリガトークン１８５６
は、トリガフレーム１８４０中に含まれ得る。
【００７５】
　[0097]より詳細には、トリガトークン１８５６は、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２中で示され
る情報のためのプロキシであり得る。ＰＰＤＵを受信すると、ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂ
は、トリガ指示１８５２に基づいて、そのＰＰＤＵがトリガＰＰＤＵ４０５であるかどう
かを決定することができる。そのＰＰＤＵがトリガＰＰＤＵ４０５である場合、ＳＴＡ１
２０ａ、１２０ｂは、トリガＰＰＤＵ４０５からトリガトークン１８５６を取り出す。Ｓ
ＴＡ１２０ａ、１２０ｂは、トリガＰＰＤＵ４０５に対応するＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２を
決定するために、トリガトークン１８５６を、前に受信された１つまたは複数のＣＴＸ　
ＰＰＤＵ４０２のＣＴＸトークン１７３６と照合する。その後、ＳＴＡ１２０ａ、１２０
ｂは、対応するＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２が見つけられた場合、上記で説明したように、ト
リガＰＰＤＵ４０５の後の構成可能な時間期間（たとえば、ＳＩＦＳ／ＰＩＦＳ）内に、
対応するＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２に基づいてＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ送信
４１０Ａ～Ｂを開始し得る。
【００７６】
　[0098]さらに、ＣＴＸトークン１７３６およびトリガトークン１８５６は、ＣＴＸトー
クン１７３６を搬送するＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２が送信された後、ある量の有効時間の間
、有効であり得る。たとえば、ＣＴＸトークン１７３６およびトリガトークン１８５６は
、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２中で示される有効時間（たとえば、ＴＸＯＰ）の間、有効であ
り得る。追加または代替として、ＡＰ１１０は、有効時間（たとえば、ＴＸＯＰ）を管理
フレーム中に含め得る。
【００７７】
　[0099]いくつかの構成では、ＡＰ１１０およびＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂは、ＧＩＤ１
２２６またはＲＡ１２１４中のマルチキャストＭＡＣアドレスを使用するように構成され
得、これについては、ＣＴＸトークン１７３６およびトリガトークン１８５６として、図
９～図１０を参照して上記で説明した。ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂは、特定のトリガＰＰ
ＤＵ４０５の対応するＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２を決定するために、特定のトリガＰＰＤＵ
４０５のＧＩＤまたはマルチキャストＭＡＣアドレスを、１つまたは複数のＣＴＸ　ＰＰ
ＤＵ４０２のＧＩＤ１２２６またはＲＡ１２１４中のマルチキャストＭＡＣアドレスと照
合する。
【００７８】
　[00100]図２０は、複数のトリガフレームと介在するＰＰＤＵとを含む例示的なフレー
ム交換を示す図２０００である。初めに、ＡＰ１１０はＣＴＸ　ＰＰＤＵ２００２を送信
する。ＣＴＸ　ＰＰＤＵ２００２は、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ送信の１つ
または複数のインスタンスのためのリソース割振り情報とスケジューリング情報とを含み
得る。この例では、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ２００２は、ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂにおけるＵ
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Ｌ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ送信の第１のインスタンスと、ＳＴＡ１２０ｃ、１
２０ｄにおけるＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ送信の第２のインスタンスとに関
する情報を含む。ＡＰ１１０は、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ２００２中に、各々が２つのインスタ
ンスのうちの１つを識別する、２つのＣＴＸトークン１７３６をも含め得る。
【００７９】
　[00101]代替的に、ＡＰ１１０は、各々がＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ送信
のインスタンスのサブセットのリソース割振り情報とスケジューリング情報とを含む、２
つ以上のＣＴＸ　ＰＰＤＵを送信し得る。この例では、ＡＰ１１０は、ＳＴＡ１２０ａ、
１２０ｂのためのリソース割振り情報とスケジューリング情報とを、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ２
００２中に含め得る。その後、ＡＰ１１０は、ＳＴＡ１２０ｃ、１２０ｄのためのリソー
ス割振り情報およびスケジューリング情報と、対応するＣＴＸトークン１７３６とを含む
ＣＴＸ　ＰＰＤＵ２００３を送信し得る。
【００８０】
　[00102]ＡＰ１１０は、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ２００２／ＣＴＸ　ＰＰＤＵ２００３を送信
した後、ＤＬ　ＳＵまたはＭＵ　ＰＰＤＵ２０１２を送信し得る。ＤＬ　ＳＵまたはＭＵ
　ＰＰＤＵ２０１２は、このＰＰＤＵがトリガＰＰＤＵであることを示すトリガ指示１８
５２を含まない。したがって、ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂおよびＳＴＡ１２０ｃ、１２０
ｄは、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ２００２／ＣＴＸ　ＰＰＤＵ２００３中のリソース割振り情報と
スケジューリング情報のセットに従って、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ送信を
開始しない。
【００８１】
　[00103]ＡＰ１１０は、このＰＰＤＵがトリガＰＰＤＵであることを示すトリガ指示１
８５２と、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ送信の第１のインスタンスのためのＣ
ＴＸ　ＰＰＤＵ２００２／ＣＴＸ　ＰＰＤＵ２００３中のＣＴＸトークン１７３６に一致
する第１のトリガトークン１８５６とを含むトリガＰＰＤＵ２００５を送信する。トリガ
ＰＰＤＵ２００５を受信すると、ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂは、第１のトリガトークン１
８５６に基づいて、トリガＰＰＤＵ２００５がそれら（すなわち、ＳＴＡ１２０ａ、１２
０ｂ）に向けられていると決定し得、ＵＬ　ＰＰＤＵ２０１０ＡおよびＵＬ　ＰＰＤＵ２
０１０ＢのＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ送信を開始し得る。ＵＬ　ＰＰＤＵ２
０１０Ａ～Ｂは、上記で説明したように、ＵＬ　ＢＡ２０７０Ａ～Ｂを含み得る。一方、
ＳＴＡ１２０ｃ、１２０ｄは、トリガＰＰＤＵ２００５がそれら（すなわち、ＳＴＡ１２
０ｃ、１２０ｄ）に向けられていないと決定し、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ
送信を開始しない。
【００８２】
　[00104]その後、ＡＰ１１０は、このＰＰＤＵがトリガＰＰＤＵであることを示すトリ
ガ指示１８５２と、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ送信の第２のインスタンスの
ためのＣＴＸ　ＰＰＤＵ２００２／ＣＴＸ　ＰＰＤＵ２００３中のＣＴＸトークン１７３
６に一致する第２のトリガトークン１８５６とを含むトリガＰＰＤＵ２００７を送信する
。トリガＰＰＤＵ２００５を受信すると、ＳＴＡ１２０ｃ、１２０ｄは、第２のトリガト
ークン１８５６に基づいて、トリガＰＰＤＵ２００７がそれら（すなわち、ＳＴＡ１２０
ｃ、１２０ｄ）に向けられていると決定し得、ＵＬ　ＰＰＤＵ２０２０ＡおよびＵＬ　Ｐ
ＰＤＵ２０２０ＢのＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ送信を開始し得る。ＵＬ　Ｐ
ＰＤＵ２０２０Ａ～Ｂは、上記で説明したように、ＵＬ　ＢＡ２０７２Ａ～Ｂを含み得る
。一方、ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂは、トリガＰＰＤＵ２００７がそれら（すなわち、Ｓ
ＴＡ１２０ｃ、１２０ｄ）に向けられていないと決定し、ＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）
ＦＤＭＡ送信を開始しない。その後、ＡＰ１１０は、上記で説明したように、受信ＰＰＤ
Ｕに確認応答するＢＡ２０７０を送信し得る。
【００８３】
　[00105]いくつかの構成では、ＡＰ１１０は、より低い頻度で更新される必要があるリ
ソース割振り情報およびスケジューリング情報など、部分リソース割振り情報およびスケ
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ジューリング情報を、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ２００２／ＣＴＸ　ＰＰＤＵ２００３中に含め得
る。ＡＰ１１０は、より高い頻度で更新される必要があるリソース割振り情報およびスケ
ジューリング情報を、トリガＰＰＤＵ２００５およびトリガＰＰＤＵ２００７中に含め得
る。たとえば、トリガＰＰＤＵ２００５およびトリガＰＰＤＵ２００７は、新しい電力制
御指示と新しいタイミング推定指示とを含み得る。
【００８４】
　[00106]さらに、図１４、図１９、および図２０は、他のＤＬ　ＰＰＤＵが直後にくる
第１のＰＰＤＵとして送られたＣＴＸ　ＰＰＤＵを示しているが、ＣＴＸトークン１７３
６を定義するＣＴＸ　ＰＰＤＵが、対応するトリガトークン１８５６を有するトリガＰＰ
ＤＵの前に送られる限り、任意の他のフレーム交換が可能である。さらに、トークンの定
義は、ユニキャストＣＴＸフレームとして複数のＳＴＡに送られ得る。したがって、各Ｃ
ＴＸフレームは、ロバストネスを促進するために１つまたは複数のＳＴＡによって確認応
答され得る。
【００８５】
　[00107]再び図１４を参照すると、いくつかの構成では、ＡＰ１１０およびＳＴＡ１２
０ａ、１２０ｂは、トリガトークン１８５６として機能するために、トリガＰＰＤＵ４０
５の他のフィールド（たとえば、既存のフィールドまたはレガシーフィールド）を使用す
るように構成され得る。ＡＰ１１０は、それらのフィールドの指示を、ＣＴＸトークン１
７３６としてＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２中に含め得る。したがって、追加の制御シグナリン
グをホストしないレガシーＰＰＤＵも、トリガトークン１８５６をもつトリガＰＰＤＵ４
０５として機能し得る。たとえば、ＡＰ１１０は、ＣＴＸトークン１７３６とトリガトー
クン１８５６とを定義するために個々のＰＰＤＵを識別することができるＤＬ　ＰＰＤＵ
中に当然存在する情報を使用し得る。ＡＰ１１０は、どの特定のＰＰＤＵがトリガＰＰＤ
Ｕ４０５として送信されるかをあらかじめ知り得る。したがって、ＡＰは、特定のＰＰＤ
Ｕ中に当然存在する特定の情報を、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２中に含め得る。その後、ＳＴ
Ａ１２０ａ、１２０ｂは、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２から特定の情報を学習し、受信ＰＰＤ
Ｕがその特定の情報を含んでいる場合、受信ＰＰＤＵがトリガＰＰＤＵ４０５であると決
定するためにその特定の情報を使用し得る。
【００８６】
　[00108]より詳細には、ＡＰ１１０は、トリガＰＰＤＵ４０５のＰＨＹヘッダ中で送ら
れる情報の任意の部分／組合せ／関数（たとえば、ビット）を、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２
中に含め得る。情報は、以下で説明する情報のうちの任意の１つまたはその組合せであり
得る。情報は、１）レガシープリアンブルのＳＩＧフィールドの巡回冗長検査（ＣＲＣ）
フィールド、２）（たとえば、レガシーヘッダ中の、あるいはＩＥＥＥ８０２．１１ｎ／
ａｃまたは次世代ヘッダ中の）長さフィールドならびに／または変調およびコーディング
方式（ＭＣＳ）フィールド、３）（たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｂ／ｇ／ｎ　Ｐ
ＰＤＵのための）ＰＰＤＵのタイプ、４）帯域幅（ＢＷ）、５）（たとえば、ＩＥＥＥ８
０２．１１ａｃ　ＰＰＤＵのための）グループＩＤフィールド、６）部分ＡＩＤフィール
ド、７）ＳＩＧフィールドの任意の他のフィールド、あるいは８）ＳＩＧフィールドのビ
ットの任意のサブセットまたはビットのサブセットの関数を含み得る。
【００８７】
　[00109]図２１は、トリガリングメッセージを送信するための方法（プロセス）のフロ
ーチャート２１００である。本方法は、アクセスポイント（たとえば、ＡＰ１１０、装置
３０２／２３００）によって実行され得る。動作２１１３において、アクセスポイントは
、１つまたは複数の局に、第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいてアップリンク
データを送信するために１つまたは複数の局のためのリソース割振りと特定の時間とを示
す第１のメッセージを送信する。たとえば、図２０を参照すると、ＡＰ１１０は、ＣＴＸ
　ＰＰＤＵ２００２をＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂに送信する。
【００８８】
　[00110]いくつかの構成では、動作２１１６において、アクセスポイントはＰＰＤＵを
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送信する。ＰＰＤＵは、ＰＰＤＵがアップリンクデータを送信するためのトリガであるこ
とを示す指示を含まない。たとえば、図２０を参照すると、ＡＰ１１０は、ＤＬ　ＳＵま
たはＭＵ　ＰＰＤＵ２０１２をＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂに送信する。動作２１１９にお
いて、アクセスポイントは、１つまたは複数の局に、ダウンリンク送信において第２のメ
ッセージを送信する。たとえば、図２０を参照すると、ＡＰ１１０は、トリガＰＰＤＵ２
００５をＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂに送信する。動作２１２３において、アクセスポイン
トは、リソース割振りによる第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいて、特定の時
間において１つまたは複数の局からアップリンクデータを受信する。たとえば、図２０を
参照すると、ＡＰ１１０はＵＬ　ＰＰＤＵ２０１０Ａ～Ｂを受信する。
【００８９】
　[00111]いくつかの構成では、特定の時間は、第２のメッセージのダウンリンク送信の
後の時間期間を備える。いくつかの構成では、第２のメッセージのダウンリンク送信の後
の時間期間は、第２のメッセージのダウンリンク送信の後のＳＩＦＳまたはＰＩＦＳ内に
ある。たとえば、図１４を参照すると、時間指示１７３２は、トリガＰＰＤＵ４０５（た
とえば、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４０２に続くＰＰＤＵ）の受信が完了した後、構成可能な時間
期間（たとえば、ＳＩＦＳ／ＰＩＦＳ）内にある時点において、ＳＴＡ１２０ａ、１２０
ｂがＵＬ－ＭＵ－ＭＩＭＯ／（Ｏ）ＦＤＭＡ送信４１０Ａ～Ｂを開始し得ることを示す。
【００９０】
　[00112]いくつかの構成では、第２のメッセージは、第２のメッセージがアップリンク
データを送信するためのトリガであることを示す指示を含む。指示は、第２のメッセージ
の物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダまたはメディアアクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダ中に含まれ
る。たとえば、図１８を参照すると、トリガＰＰＤＵ４０５はトリガ指示１８５２を含む
。いくつかの構成では、第１のメッセージは第１のトークンを含む。第２のメッセージは
、第１のトークンに一致する第２のトークンを含む。いくつかの構成では、第２のトーク
ンは、第２のメッセージのＰＨＹヘッダまたはＭＡＣヘッダ中に含まれる。いくつかの構
成では、第１のトークンおよび第２のトークンは、第１のメッセージの送信の後の所定の
時間期間の後に満了する。たとえば、図１７～図１８を参照すると、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ４
０２はＣＴＸトークン１７３６を含み、トリガＰＰＤＵ４０５はトリガトークン１８５６
を含む。
【００９１】
　[00113]いくつかの構成では、第２のメッセージは、アクセスポイントアドレス識別子
を含むＰＨＹヘッダまたは基本サービスセット識別子（ＢＳＳＩＤ）を含むＭＡＣヘッダ
を含む。いくつかの構成では、アクセスポイントは、１つまたは複数の局から、第１のト
ークンを含む第１のメッセージの確認応答を受信し得る。いくつかの構成では、第２のメ
ッセージは、第２のメッセージがアップリンクデータを送信するためのトリガであるとい
う指示を含む制御フィールドを含む。制御フィールドは、第２のトークン、アクセスポイ
ント識別子、または第２のメッセージがトリガフレームを含むという指示のうちの少なく
とも１つを含み得る。いくつかの構成では、第２のメッセージのＰＨＹヘッダは、制御フ
ィールドが第２のメッセージ中に存在するという指示を含み得る。制御フィールドは第２
のトークンを含む。いくつかの構成では、１つまたは複数のメッセージは複数のトークン
を含み得る。複数のＰＰＤＵは、１つまたは複数のメッセージの送信の後に送信され得る
。それぞれのＰＰＤＵは、それぞれのトークンを含む対応する制御フィールドを含む。そ
れぞれのトークン数を含む対応する制御フィールドは、それぞれのＰＰＤＵがアップリン
クデータを送信するためのトリガであることを示す。
【００９２】
　[00114]一態様では、第１のトークンは、第２のメッセージのＰＨＹ／ＭＡＣヘッダ中
に存在する情報を含み得る。情報は、第２のメッセージのＳＩＧフィールド（たとえば、
レガシーＳＩＧフィールドまたは、たとえばＩＥＥＥ８０２．１１ｎ／ａｃに準拠するＳ
ＩＧフィールド）のＣＲＣ、ＳＩＧフィールドの長さフィールド、ＳＩＧフィールドのＭ
ＣＳフィールド、ＳＩＧフィールドのＰＰＤＵタイプフィールド、ＳＩＧフィールドのＢ
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Ｗフィールド、ＳＩＧフィールドのグループ識別子フィールド、あるいはＳＩＧフィール
ドの完全または部分送信側識別子フィールドのうちの１つまたは複数であり得る。追加ま
たは代替として、情報は、ＳＩＧフィールドの少なくとも１つのフィールドであり得る。
その上、情報は、ＳＩＧフィールドのビットのサブセットまたはビットのサブセットの関
数であり得る。
【００９３】
　[00115]図２２は、トリガリングメッセージに応答するための方法（プロセス）のフロ
ーチャート２２００である。本方法は、局（たとえば、ＳＴＡ１２０、装置３０２／２３
００）によって実行され得る。動作２２１３において、局は、アクセスポイントから、第
２のメッセージのダウンリンク送信に基づいてアップリンクデータを送信するためにリソ
ース割振りと特定の時間とを示す第１のメッセージを受信する。たとえば、図２０を参照
すると、ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂは、ＡＰ１１０からＣＴＸ　ＰＰＤＵ２００２を受信
する。いくつかの構成では、動作２２１６において、局は、第１のメッセージが第１のト
ークンを含むことを検出する。たとえば、図２０を参照すると、ＳＴＡ１２０ａ、１２０
ｂは、ＣＴＸ　ＰＰＤＵ２００２中で第１のＣＴＸトークン１７３６を検出する。いくつ
かの構成では、動作２２１８において、局は、第１のメッセージの受信の後および第２の
メッセージの受信より前にＰＰＤＵを受信する。ＰＰＤＵは、ＰＰＤＵがアップリンクデ
ータを送信するためのトリガであることを示す指示を含まない。たとえば、図２０を参照
すると、ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂは、ＡＰ１１０からＤＬ　ＳＵまたはＭＵ　ＰＰＤＵ
２０１２を受信する。動作２２１９において、局は、アクセスポイントから、ダウンリン
ク送信において第２のメッセージを受信する。たとえば、図２０を参照すると、ＳＴＡ１
２０ａ、１２０ｂは、ＡＰ１１０からトリガＰＰＤＵ２００５を受信する。
【００９４】
　[00116]いくつかの構成では、動作２２２１において、局は、第２のメッセージ中で、
第２のメッセージがアップリンクデータを送信するためのトリガであることを示す指示を
検出する。アップリンクデータは、指示の検出に応答して送信される。たとえば、図２０
を参照すると、ＳＴＡ１２０ａ、１２０ｂは、トリガＰＰＤＵ２００５がトリガ指示１８
５２を含むことを検出する。いくつかの構成では、動作２２２３において、局は、第２の
メッセージが第２のトークンを含むことを検出する。たとえば、図２０を参照すると、Ｓ
ＴＡ１２０ａ、１２０ｂは、トリガＰＰＤＵ２００５中で第１のトリガトークン１８５６
を検出する。いくつかの構成では、動作２２２６において、局は、第２のトークンが第１
のトークンに一致すると決定する。動作２２２９において、局は、リソース割振りによる
第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいて、特定の時間においてアクセスポイント
にアップリンクデータを送信する。
【００９５】
　[00117]いくつかの構成では、リソース割振りは、上記局を含む少なくとも２つの局の
ためのものである。アップリンクデータの送信は、少なくとも２つの局のうちの別の局の
アップリンク送信と同時である。特定の時間は、第２のメッセージのダウンリンク送信の
後の時間期間を備える。いくつかの構成では、第２のメッセージのダウンリンク送信の後
の時間期間は、第２のメッセージのダウンリンク送信の後のＳＩＦＳまたはＰＩＦＳ内に
ある。いくつかの構成では、第２のトークンは、第２のメッセージのＰＨＹヘッダまたは
ＭＡＣヘッダ中に含まれる。いくつかの構成では、第１のトークンおよび第２のトークン
は、第１のメッセージの受信の後の時間の所定の量の後に満了する。
【００９６】
　[00118]いくつかの構成では、第２のメッセージは、アクセスポイントアドレス識別子
を含むＰＨＹヘッダまたは基本サービスセット識別子（ＢＳＳＩＤ）を含むＭＡＣヘッダ
を含む。いくつかの構成では、局は、第１のトークンを含む第１のメッセージの確認応答
をアクセスポイントに送信し得る。いくつかの構成では、第２のメッセージは、第２のメ
ッセージがアップリンクデータを送信するためのトリガであるという指示を含む制御フィ
ールドを含む。制御フィールドは、第２のトークン、アクセスポイント識別子、または第
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２のメッセージがトリガフレームを含むという指示のうちの少なくとも１つを含み得る。
いくつかの構成では、第２のメッセージのＰＨＹヘッダは、制御フィールドが第２のメッ
セージ中に存在するという指示を含み得る。制御フィールドは第２のトークンを含む。い
くつかの構成では、１つまたは複数のメッセージは複数のトークンを含み得る。複数のＰ
ＰＤＵは、１つまたは複数のメッセージの送信の後に送信され得る。それぞれのＰＰＤＵ
は、それぞれのトークンを含む対応する制御フィールドを含む。それぞれのトークン数を
含む対応する制御フィールドは、それぞれのＰＰＤＵがアップリンクデータを送信するた
めのトリガであることを示す。
【００９７】
　[00119]一態様では、第１のトークンは、第２のメッセージのＰＨＹ／ＭＡＣヘッダ中
に存在する情報を含み得る。情報は、第２のメッセージのＳＩＧフィールド（たとえば、
レガシーＳＩＧフィールドまたは、たとえばＩＥＥＥ８０２．１１ｎ／ａｃに準拠するＳ
ＩＧフィールド）のＣＲＣ、ＳＩＧフィールドの長さフィールド、ＳＩＧフィールドのＭ
ＣＳフィールド、ＳＩＧフィールドのＰＰＤＵタイプフィールド、ＳＩＧフィールドのＢ
Ｗフィールド、ＳＩＧフィールドのグループ識別子フィールド、あるいはＳＩＧフィール
ドの完全または部分送信側識別子フィールドのうちの１つまたは複数であり得る。追加ま
たは代替として、情報は、ＳＩＧフィールドの少なくとも１つのフィールドであり得る。
その上、情報は、ＳＩＧフィールドのビットのサブセットまたはビットのサブセットの関
数であり得る。
【００９８】
　[00120]図２３は、例示的なワイヤレス通信デバイス２３００の機能ブロック図である
。ワイヤレス通信デバイス２３００は、受信モジュール２３０５と、処理システム２３１
０と、送信モジュール２３１５とを含み得る。処理システム２３１０は、図３に示されて
いるスケジューラ／トリガリングモジュール３０５を含み得る。スケジューラ／トリガリ
ングモジュール３０５は、本明細書で具陳される様々な機能を実行するように構成され得
る。スケジューラ／トリガリングモジュール３０５は、構成要素の中でも、スケジューラ
２３３２と、ＣＴＸメッセージモジュール２３３４と、トリガメッセージモジュール２３
３６とを含み得る。
【００９９】
　[00121]一態様では、ワイヤレス通信デバイス２３００はアクセスポイントであり得る
。スケジューラ２３３２、ＣＴＸメッセージモジュール２３３４、および送信モジュール
２３１５は、１つまたは複数の局に、第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいてア
ップリンクデータを送信するために１つまたは複数の局のためのリソース割振りと特定の
時間とを示す第１のメッセージを送信するように構成され得る。スケジューラ２３３２、
トリガメッセージモジュール２３３６、および送信モジュール２３１５は、１つまたは複
数の局に、ダウンリンク送信において第２のメッセージを送信するように構成され得る。
スケジューラ２３３２および受信モジュール２３０５は、リソース割振りによる第２のメ
ッセージのダウンリンク送信に基づいて、特定の時間において１つまたは複数の局からア
ップリンクデータを受信するように構成され得る。
【０１００】
　[00122]いくつかの構成では、特定の時間は、第２のメッセージのダウンリンク送信の
後の時間期間を備える。いくつかの構成では、第２のメッセージのダウンリンク送信の後
の時間期間は、第２のメッセージのダウンリンク送信の後のＳＩＦＳまたはＰＩＦＳ内に
ある。いくつかの構成では、第２のメッセージは、第２のメッセージがアップリンクデー
タを送信するためのトリガであることを示す指示を含む。指示は、第２のメッセージのＰ
ＨＹヘッダまたはＭＡＣヘッダ中に含まれる。いくつかの構成では、スケジューラ２３３
２および送信モジュール２３１５は、第１のメッセージの送信の後および第２のメッセー
ジの送信より前にＰＰＤＵを送信するように構成され得る。ＰＰＤＵは、ＰＰＤＵがアッ
プリンクデータを送信するためのトリガであることを示す指示を含まない。いくつかの構
成では、第１のメッセージは第１のトークンを含む。第２のメッセージは、第１のトーク
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ンに一致する第２のトークンを含む。いくつかの構成では、第２のトークンは、第２のメ
ッセージのＰＨＹヘッダまたはＭＡＣヘッダ中に含まれる。いくつかの構成では、第１の
トークンおよび第２のトークンは、第１のメッセージの送信の後の所定の時間期間の後に
満了する。
【０１０１】
　[00123]その上、様々な具陳された機能を実行するための手段は、受信モジュール２３
０５、送信モジュール２３１５、および／またはスケジューラ／トリガリングモジュール
３０５を含み得る。上記で説明した方法の様々な動作は、（１つまたは複数の）様々なハ
ードウェアおよび／またはソフトウェア構成要素、回路、および／または（１つまたは複
数の）モジュールなど、それらの動作を実行することが可能な任意の好適な手段によって
実行され得る。概して、図に示されているどの動作も、その動作を実行することが可能な
対応する機能的手段によって実行され得る。
【０１０２】
　[00124]詳細には、装置３０２／２３００はアクセスポイントであり得る。装置３０２
／２３００は、１つまたは複数の局に、第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいて
アップリンクデータを送信するために１つまたは複数の局のためのリソース割振りと特定
の時間とを示す第１のメッセージを送信するための手段を含むように構成され得る。装置
３０２／２３００は、１つまたは複数の局に、ダウンリンク送信において第２のメッセー
ジを送信するための手段を含むように構成され得る。装置３０２／２３００は、リソース
割振りによる第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいて、特定の時間において１つ
または複数の局からアップリンクデータを受信するための手段を含むように構成され得る
。
【０１０３】
　[00125]いくつかの構成では、特定の時間は、第２のメッセージのダウンリンク送信の
後の時間期間を備える。いくつかの構成では、第２のメッセージのダウンリンク送信の後
の時間期間は、第２のメッセージのダウンリンク送信の後のＳＩＦＳまたはＰＩＦＳ内に
ある。いくつかの構成では、第２のメッセージは、第２のメッセージがアップリンクデー
タを送信するためのトリガであることを示す指示を含み、指示は、第２のメッセージのＰ
ＨＹヘッダまたはＭＡＣヘッダ中に含まれる。いくつかの構成では、装置３０２／２３０
０は、第１のメッセージの送信の後および第２のメッセージの送信より前にＰＰＤＵを送
信するための手段を含むように構成され得る。ＰＰＤＵは、ＰＰＤＵがアップリンクデー
タを送信するためのトリガであることを示す指示を含まない。いくつかの構成では、第１
のメッセージは第１のトークンを含む。第２のメッセージは、第１のトークンに一致する
第２のトークンを含む。いくつかの構成では、第２のトークンは、第２のメッセージのＰ
ＨＹヘッダまたはＭＡＣヘッダ中に含まれる。いくつかの構成では、第１のトークンおよ
び第２のトークンは、第１のメッセージの送信の後の所定の時間期間の後に満了する。
【０１０４】
　[00126]別の態様では、ワイヤレス通信デバイス２３００は局であり得る。ＣＴＸメッ
セージモジュール２３３４および受信モジュール２３０５は、アクセスポイントから、第
２のメッセージのダウンリンク送信に基づいてアップリンクデータを送信するためにリソ
ース割振りと特定の時間とを示す第１のメッセージを受信するように構成され得る。トリ
ガメッセージモジュール２３３６および受信モジュール２３０５は、アクセスポイントか
ら、ダウンリンク送信において第２のメッセージを受信するように構成され得る。スケジ
ューラ２３３２および送信モジュール２３１５は、リソース割振りによる第２のメッセー
ジのダウンリンク送信に基づいて、特定の時間においてアクセスポイントにアップリンク
データを送信するように構成され得る。
【０１０５】
　[00127]いくつかの構成では、リソース割振りは、上記局を含む少なくとも２つの局の
ためのものである。アップリンクデータの送信は、少なくとも２つの局のうちの別の局の
アップリンク送信と同時である。いくつかの構成では、特定の時間は、第２のメッセージ
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のダウンリンク送信の後の時間期間を備える。いくつかの構成では、第２のメッセージの
ダウンリンク送信の後の時間期間は、第２のメッセージのダウンリンク送信の後のＳＩＦ
ＳまたはＰＩＦＳ内にある。
【０１０６】
　[00128]いくつかの構成では、トリガメッセージモジュール２３３６および受信モジュ
ール２３０５は、第２のメッセージ中で、第２のメッセージがアップリンクデータを送信
するためのトリガであることを示す指示を検出するように構成され得る。アップリンクデ
ータは、指示の検出に応答して送信される。いくつかの構成では、受信モジュール２３０
５は、第１のメッセージの受信の後および第２のメッセージの受信より前にＰＰＤＵを受
信するように構成され得る。ＰＰＤＵは、ＰＰＤＵがアップリンクデータを送信するため
のトリガであることを示す指示を含まない。いくつかの構成では、ＣＴＸメッセージモジ
ュール２３３４は、第１のメッセージが第１のトークンを含むことを検出するように構成
され得る。トリガメッセージモジュール２３３６は、第２のメッセージが第２のトークン
を含むことを検出するように構成され得る。ＣＴＸメッセージモジュール２３３４および
トリガメッセージモジュール２３３６は、第２のトークンが第１のトークンに一致すると
決定するように構成され得る。アップリンクデータの送信は、第２のトークンが第１のト
ークンに一致するという決定に応答して実行される。いくつかの構成では、第２のトーク
ンは、第２のメッセージのＰＨＹヘッダまたはＭＡＣヘッダ中に含まれる。いくつかの構
成では、第１のトークンおよび第２のトークンは、第１のメッセージの受信の後の時間の
所定の量の後に満了する。
【０１０７】
　[00129]その上、様々な具陳された機能を実行するための手段は、受信モジュール２３
０５、送信モジュール２３１５、および／またはスケジューラ／トリガリングモジュール
３０５を含み得る。上記で説明した方法の様々な動作は、（１つまたは複数の）様々なハ
ードウェアおよび／またはソフトウェア構成要素、回路、および／または（１つまたは複
数の）モジュールなど、それらの動作を実行することが可能な任意の好適な手段によって
実行され得る。概して、図に示されているどの動作も、その動作を実行することが可能な
対応する機能的手段によって実行され得る。
【０１０８】
　[00130]詳細には、装置３０２／２３００は局であり得る。装置３０２／２３００は、
アクセスポイントから、第２のメッセージのダウンリンク送信に基づいてアップリンクデ
ータを送信するためにリソース割振りと特定の時間とを示す第１のメッセージを受信する
ための手段を含むように構成され得る。装置３０２／２３００は、アクセスポイントから
、ダウンリンク送信において第２のメッセージを受信するための手段を含むように構成さ
れ得る。装置３０２／２３００は、リソース割振りによる第２のメッセージのダウンリン
ク送信に基づいて、特定の時間においてアクセスポイントにアップリンクデータを送信す
るための手段を含むように構成され得る。
【０１０９】
　[00131]いくつかの構成では、リソース割振りは、上記局を含む少なくとも２つの局の
ためのものである。アップリンクデータの送信は、少なくとも２つの局のうちの別の局の
アップリンク送信と同時である。いくつかの構成では、特定の時間は、第２のメッセージ
のダウンリンク送信の後の時間期間を備える。いくつかの構成では、第２のメッセージの
ダウンリンク送信の後の時間期間は、第２のメッセージのダウンリンク送信の後のＳＩＦ
ＳまたはＰＩＦＳ内にある。いくつかの構成では、装置３０２／２３００は、第２のメッ
セージ中で、第２のメッセージがアップリンクデータを送信するためのトリガであること
を示す指示を検出するための手段を含むように構成され得る。アップリンクデータは、指
示の検出に応答して送信される。いくつかの構成では、装置３０２／２３００は、第１の
メッセージの受信の後および第２のメッセージの受信より前にＰＰＤＵを受信するための
手段を含むように構成され得る。ＰＰＤＵは、ＰＰＤＵがアップリンクデータを送信する
ためのトリガであることを示す指示を含まない。いくつかの構成では、装置３０２／２３
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００は、第１のメッセージが第１のトークンを含むことを検出するための手段を含むよう
に構成され得る。装置３０２／２３００は、第２のメッセージが第２のトークンを含むこ
とを検出するための手段を含むように構成され得る。装置３０２／２３００は、第２のト
ークンが第１のトークンに一致すると決定するための手段を含むように構成され得る。ア
ップリンクデータの送信は、第２のトークンが第１のトークンに一致するという決定に応
答して実行される。いくつかの構成では、第２のトークンは、第２のメッセージのＰＨＹ
ヘッダまたはＭＡＣヘッダ中に含まれる。いくつかの構成では、第１のトークンおよび第
２のトークンは、第１のメッセージの受信の後の時間の所定の量の後に満了する。
【０１１０】
　[00132]プロセッサ３０４、メモリ３０６、信号検出器３１８、ＤＳＰ３２０、および
スケジューラ／トリガリングモジュール３０５は、処理システム２３１０を構成し得る。
プロセッサ３０４、メモリ３０６、およびトランシーバ３１４は、送信モジュール２３１
５と受信モジュール２３０５とを構成し得る。上記で説明したように、スケジューラ／ト
リガリングモジュール３０５は、スケジューラ２３３２と、ＣＴＸメッセージモジュール
２３３４と、トリガメッセージモジュール２３３６とを含む。スケジューラ２３３２、Ｃ
ＴＸメッセージモジュール２３３４、およびトリガメッセージモジュール２３３６の各々
は、構成要素の中でも、プロセッサ３０４とメモリ３０６とを採用し得る。
【０１１１】
　[00133]情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
ことを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデー
タ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電
磁波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによっ
て表され得る。
【０１１２】
　[00134]本開示で説明した実装形態への様々な修正は当業者には容易に明らかであり得
、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の実
装形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で示した実装形態に限定される
ものではなく、本明細書で開示する特許請求の範囲、原理および新規の特徴に一致する、
最も広い範囲を与られるべきである。「例示的」という単語は、本明細書ではもっぱら「
例、事例、または例示の働きをすること」を意味するために使用される。「例示的」とし
て本明細書で説明するいかなる実装形態も、必ずしも他の実装形態よりも好ましいまたは
有利であると解釈されるべきであるとは限らない。
【０１１３】
　[00135]また、別個の実装形態に関して本明細書で説明したいくつかの特徴は、単一の
実装形態において組合せで実装され得る。また、逆に、単一の実装形態に関して説明した
様々な特徴は、複数の実装形態において別個に、あるいは任意の好適な部分組合せで実装
され得る。その上、特徴は、いくつかの組合せで働くものとして上記で説明され、初めに
そのように請求されることさえあるが、請求される組合せからの１つまたは複数の特徴は
、場合によってはその組合せから削除され得、請求される組合せは、部分組合せ、または
部分組合せの変形形態を対象とし得る。
【０１１４】
　[00136]上記で説明した方法の様々な動作は、（１つまたは複数の）様々なハードウェ
アおよび／またはソフトウェア構成要素、回路、および／または（１つまたは複数の）モ
ジュールなど、それらの動作を実行することが可能な任意の好適な手段によって実行され
得る。概して、図に示されているどの動作も、その動作を実行することが可能な対応する
機能的手段によって実行され得る。
【０１１５】
　[00137]本開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および
回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）または他のプログ
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ラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェ
ア構成要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意
の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり
得るが、代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロ
コントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバ
イスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロ
セッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他
のそのような構成として実装され得る。
【０１１６】
　[00138]１つまたは複数の態様では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、
ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装され
る場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記
憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒
体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体
を含む、コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのよ
うなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯ
Ｍまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージ
デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または
記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を
備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。た
とえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタ
ル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術
を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同
軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およ
びマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディ
スク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザ
ーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc
）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商
標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再
生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。したがって、いくつ
かの態様では、コンピュータ可読媒体は非一時的コンピュータ可読媒体（たとえば、有形
媒体）を備え得る。さらに、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は一時的コンピ
ュータ可読媒体（たとえば、信号）を備え得る。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の
範囲内に含まれるべきである。
【０１１７】
　[00139]本明細書で開示する方法は、説明した方法を達成するための１つまたは複数の
ステップまたはアクションを備える。本方法のステップおよび／またはアクションは、特
許請求の範囲から逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、ステップまたは
アクションの特定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／またはアクション
の順序および／または使用は特許請求の範囲から逸脱することなく変更され得る。
【０１１８】
　[00140]さらに、本明細書で説明した方法および技法を実行するためのモジュールおよ
び／または他の適切な手段は、適用可能な場合にユーザ端末および／または基地局によっ
てダウンロードされ、および／または他の方法で取得され得ることを諒解されたい。たと
えば、そのようなデバイスは、本明細書で説明した方法を実行するための手段の転送を可
能にするためにサーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明した様々な方法は、ユ
ーザ端末および／または基地局が記憶手段をデバイスに結合するかまたは与えると様々な
方法を得ることができるように、記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディ
スク（ＣＤ）またはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など）によって提供され得る
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。その上、本明細書で説明した方法および技法をデバイスに与えるための任意の他の好適
な技法が利用され得る。
【０１１９】
　[00141]上記は本開示の態様を対象とするが、本開示の他の態様およびさらなる態様は
、それの基本的範囲から逸脱することなく考案され得、それの範囲は以下の特許請求の範
囲によって決定される。
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